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市民でつくる第九コンサート 市民でつくる第九コンサート 
響く歌声　奏でる調和 響く歌声　奏でる調和 

京丹後市ではじめてとなる「第九コンサート」が12月24日、「丹
後第九をうたう会」により京都府丹後文化会館で開催されました。
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京丹後市ではじめてとなる「第九コンサート」が12月24日、「丹
後第九をうたう会」により京都府丹後文化会館で開催されました。
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後列左から２人目：家入大津町長、左から４人目：中山京丹後市長、続いて井上四日市市長、三浦佐久市長、

中原駒ヶ根市長、水野瑞浪市長、伊藤尾鷲市長、木下橋本市長、齊藤飯塚市長 

前列左から２人目：橘高岡市長、続いて加山相模原市長、吉谷足利市長、立谷相馬市長、伊藤北上市長、 

甘利経済産業大臣、飴谷白老町長、安部米沢市長、市原つくば市長、斎藤日光市長 

全国から20自治体が「企業立地に頑張る市町村20選」に選定されました（於：経団連会館） 
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企業立地に向けての京丹後市の取り組み 企業立地に向けての京丹後市の取り組み 企業立地に向けての京丹後市の取り組み 

　
京
丹
後
市
の
企
業
立
地
に
向
け
て
の
取
り
組
み
が
、
積
極
的
・
先
進
的

で
あ
る
と
し
て
、
昨
年
十
二
月
十
三
日
、
経
済
産
業
省
の
「
企
業
立
地
に

頑
張
る
市
町
村
二
十
選
」
の
一
つ
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。 

経営・技術面での人材育成の実施・拡充 
　Ｈ16～17　地域社会人キャリアアップ推進事業の実施 
　　　　　　　　　　　　　　　　　（経営人材の育成） 
　Ｈ17～19　地域提案型雇用創造促進事業の実施 
　　　　　　　　　（経営・ものづくり技術人材の育成） 
　Ｈ20以降　新たに開設される企業支援・人材育成施設「丹後も

のづくり産業パーク（仮称）」において、京都府に主
導いただき、産業団体・教育機関などとの連携により、
技術・経営の両面にわたった人材育成事業を拡充実施。 

機
械
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属
加
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①工業団地の整備（森本工業団地） 
　・市内最大規模（分譲面積約8㌶・平成21年度分譲開始予定） 
　・市内外の企業約70社を訪問・ニーズ調査 
②企業立地促進法に基づく「基本計画」が認定され、 
　市全域が産業集積活性化促進地域に 
　　→５年間で12社の企業立地と400人の雇用創出実現へ 
③「場」へのアクセス改善 
　・道路の整備促進、コウノトリ但馬空港への東京直行便誘致活動など 

森
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造
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定
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①技術開発や経営指導などの機能整備 
　・京都工芸繊維大学京丹後キャンパスの開設 
　　→大学の知の活用・産学連携の推進 
②取引環境の整備 
　・先進集積地（東大阪市）との交流促進 
　・「きものサミット」や「丹後ファッションウィーク」の開催 
③京丹後市出身のかたなどと連携 
　・「京丹後ふるさと応援団」の設立 
　・郷土人会との交流 
④支援育成など施設の整備 
　・北部産業活性化拠点「丹後ものづくり産業パーク（仮称）」
の整備（府はじめ産業団体などとの連携により整備） 
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ウ
ィ
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北海道白老町 

岩手県北上市 

山形県米沢市 

福島県相馬市 

茨城県つくば市 

栃木県足利市 

栃木県日光市 

神奈川県相模原市 

新潟県妙高市 

富山県高岡市 

長野県駒ヶ根市 

長野県佐久市 

岐阜県瑞浪市 

三重県四日市市 

三重県尾鷲市 

京都府京丹後市 

和歌山県橋本市 

岡山県倉敷市 

福岡県飯塚市 

熊本県大津町 
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京
丹
後
市
の
事
例
が
報
告 

　
経
済
産
業
省
で
は
、
昨
年
十
月
、

積
極
的
・
先
進
的
な
自
治
体
の
取

り
組
み
を
全
国
か
ら
公
募
す
る
と

と
も
に
、
学
識
経
験
者
・
有
識
者

の
か
た
か
ら
な
る
審
査
会
に
よ
り
、

首
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
や
立
地

企
業
へ
の
支
援
、
取
り
組
み
の
成

果
と
し
て
の
企
業
立
地
実
績
な
ど

を
審
査
さ
れ
、
全
国
の
市
町
村
の

中
か
ら
「
企
業
立
地
に
頑
張
る
市

町
村
二
十
選
」
を
選
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
本
市
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
主

要
取
引
先
で
あ
る
京
阪
神
地
域
か

ら
片
道
二
時
間
半
以
上
か
か
る
と

い
っ
た
「
立
地
条
件
の
不
利
」
を

克
服
す
る
た
め
の
「
場
づ
く
り
・

人
づ
く
り
・
機
能
づ
く
り
」
の
取

り
組
み
と
し
て
、
▼
大
宮
町
森
本

地
域
で
の
新
工
業
団
地
の
造
成
、

▼
京
都
府
を
は
じ
め
関
係
機
関
と

の
連
携
に
よ
る
、
産
業
支
援
・
人

材
育
成
の
拠
点
「
丹
後
も
の
づ
く

り
産
業
パ
ー
ク
（
仮
称
　

日
本

電
産
峰
山
工
場
跡
地
）」
の
整
備
、

▼
技
術
・
経
営
の
両
面
に
お
け
る

人
材
育
成
事
業
、
▼
技
術
基
盤
と

し
て
の
京
都
工
芸
繊
維
大
学
京
丹

後
キ
ャ
ン
パ
ス
（
網
野
町
網
野
）

の
整
備
、
▼
東
大
阪
市
な
ど
先
進

集
積
地
と
の
交
流
と
い
っ
た
取
り

組
み
に
加
え
、
▼
企
業
立
地
促
進

法
に
基
づ
く
産
業
集
積
の
た
め
の

「
基
本
計
画
」
の
同
意
を
近
畿
地

区
で
初
め
て
受
け
た
こ
と
（
平
成

十
九
年
十
月
）
な
ど
、
企
業
立
地

に
向
け
て
の
環
境
づ
く
り
を
着
実

に
進
め
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。 

経
済
産
業
省
は
、
二
十
選
に
選

定
さ
れ
た
市
町
の
取
り
組
み
を
広

く
紹
介
・
支
援
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
こ
の
選

定
を
励
み
に
、
企
業
誘
致
や
市
内

企
業
の
み
な
さ
ん
の
一
層
の
飛
躍

を
支
援
で
き
る
よ
う
、
今
後
と
も

真
剣
な
取
り
組
み
を
積
み
重
ね
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

 

　
十
二
月
十
七
日
に
は
、
経
団
連

会
館
（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
「
企

業
立
地
促
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
東

京
」（
主
催
　
経
済
産
業
省
・
独
立

行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機

構
）
が
開
催
さ
れ
、
本
市
を
含
む

二
十
選
に
選
ば
れ
た
自
治
体
へ
、

経
済
産
業
省
か
ら
の
感
謝
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。 

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
甘
利
明
経

済
産
業
大
臣
が
「
企
業
立
地
の
促

進
は
、
地
域
に
新
た
な
雇
用
を
生

み
出
す
と
と
も
に
、
地
方
再
生
の

原
動
力
と
な
る
。
み
な
さ
ん
に
は
、

企
業
立
地
促
進
の
範
と
し
て
、
い

っ
そ
う
力
強
い
取
り
組
み
を
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
二
十
自
治

体
を
激
励
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
選
定
さ
れ
た
二
十
自
治

体
の
中
か
ら
事
例
発
表
を
行
う
三

つ
の
自
治
体
の
一
つ
に
本
市
が
選

ば
れ
、
本
市
の
取
り
組
み
を
中
山

市
長
が
報
告
。
都
市
部
か
ら
遠
隔

地
に
あ
る
な
ど
の
本
市
に
お
け
る

企
業
立
地
に
関
す
る
不
利
を
克
服

し
な
が
ら
、
地
域
の
強
み
を
活
か

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
な
ど

を
、
経
済
界
の
か
た
な
ど
約
三
百

八
十
人
の
参
加
者
へ
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。 

甘利明経済産業大臣 

京丹後市での取り組みを報告（中山市長） 
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を
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会
」
を
開
催 

「
事
業
計
画
等
個
別
相
談
会
」
を
開
催 

市
内
事
業
者
の
み
な
さ
ん
や
、
起
業
を
予

定
さ
れ
て
い
る
か
た
を
支
援
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
十
一
月
三
十
日
・
十
二
月
七
日
の
両

日
、
『
事
業
計
画
等
個
別
相
談
会
』
を
京
都

工
芸
繊
維
大
学
京
丹
後
キ
ャ
ン
パ
ス
（
網
野

町
網
野
）
で
開
催
し
ま
し
た
。 

同
相
談
会
は
、
「
京
丹
後
市
地
域
経
済
再

生
・
支
援
緊
急
対
策
本
部
」（
京
丹
後
市
）
と

「
丹
後
地
域
産
業
活
性
化
推
進
会
議
」
の
共

催
に
よ
り
、
経
営
の
専
門
家
で
あ
る
株
式
会

社
日
本
総
合
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
開
発
企
画

部
リ
ー
ダ
ー
　
吉
田
俊
也
さ
ん
（
北
野
会
計

事
務
所
税
理
士
）
を
招
き
実
施
。
会
場
に
は
、

市
内
事
業
者
の
か
た
な
ど
が
参
加
さ
れ
、
起

業
や
事
業
拡
大
の
た
め
の
事
業
計
画
、

売
上
減
少
の
打
開
策
、
ち
ら
し
の
有
効

活
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
相
談
さ
れ
、

熱
心
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。 相

談
さ
れ
た
か
た
か
ら
は
「
悩
ん
で

い
た
こ
と
に
対
し
て
的
確
に
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
い
た
だ
き
、
進
む
べ
き
方
向
が

見
え
て
き
た
」、「
新
規
顧
客
を
獲
得
し
、

ま
た
『
お
得
意
様
』
を
つ
く
る
方
法
を

教
え
て
い
た
だ
き
、
早
速
実
行
し
た
い
」、

「
話
し
や
す
い
講
師
の
か
た
で
、
あ
っ
と

い
う
間
に
一
時
間
が
経
っ
て
し
ま
っ
た
」

な
ど
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

市
と
推
進
会
議
で
は
、
今
後
も
相
談

会
を
開
催
し
、
市
内
事
業
者
の
み
な
さ

ん
や
起
業
予
定
の
か
た
を
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

事
業
計
画
に
対
す
る
的
確
な
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た 

（
右
　
株
式
会
社
日
本
総
合
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ 

　
　
　
開
発
企
画
部
リ
ー
ダ
ー 
吉
田
俊
也
さ
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内
の
国
道
一
七
八
号
沿
線
が

市
内
の
国
道
一
七
八
号
沿
線
が 

丹
後
半
島
「
古
代
ロ
マ
ン
街
道
」
と
し
て

丹
後
半
島
「
古
代
ロ
マ
ン
街
道
」
と
し
て 

市
内
の
国
道
一
七
八
号
沿
線
が 

丹
後
半
島
「
古
代
ロ
マ
ン
街
道
」
と
し
て 

「
日
本
風
景
街
道
」
に
登
録

「
日
本
風
景
街
道
」
に
登
録 

「
日
本
風
景
街
道
」
に
登
録

「
日
本
風
景
街
道
」
に
登
録 

「
日
本
風
景
街
道
」
に
登
録 

 

　
美
し
い
国
土
景
観
の
形
成
を
め

ざ
し
国
土
交
通
省
が
取
り
組
む
「
日

本
風
景
街
道
」
に
、
京
丹
後
市
内

の
国
道
一
七
八
号
沿
線
が
丹
後
半

島
「
古
代
ロ
マ
ン
街
道
」
と
し
て

登
録
さ
れ
ま
し
た
。 

　「
日
本
風
景
街
道
」
と
は
、
地
域

な
ら
で
は
の
風
景
や
自
然
、
歴
史
、

文
化
な
ど
の
資
源
を
活
か
し
、
訪

れ
た
か
た
を
も
て
な
し
、
喜
び
や

感
動
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
地

域
や
道
路
の
魅
力
の
再
発
見
・
再

構
築
に
よ
っ
て
地
域
の
活
性
化
と

美
し
い
道
づ
く
り
を
め
ざ
す
取
り

組
み
で
す
。 

　
丹
後
半
島
「
古
代
ロ

マ
ン
街
道
」
は
、
▼
地

域
資
源
の
商
品
化
に
取

り
組
む
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

全
国
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
丹
後
支

所
」（
中
江
英
雄
代
表
）、

▼
街
道
の
花
づ
く
り
を

通
し
た
美
化
活
動
を
行

う
「
花
ネ
ッ
ト
丹
後
」（
川

戸
和
子
代
表
）、▼
自
然

保
護
活
動
に
取
り
組
む

「
琴
引
浜
の
鳴
り
砂
を

守
る
会
」
（
松
尾
庸
介

会
長
）、▼
ま
ち
づ
く
り

協
定
を
結
び
街
並
み
環

境
整
備
に
取
り
組
む
「
久
美
浜
一

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」（
和
田
晃

代
表
）、
▼
京
丹
後
市
、
▼
京
都
府

丹
後
土
木
事
務
所
、
▼
福
知
山
河

川
国
土
事
務
所
で
構
成
す
る
「
京

丹
後
市
風
景
街
道
協
議
会
」（
中
江

忠
宏
代
表
）
に
よ
り
申
請
。
同
街

道
沿
線
に
お
け
る
各
団
体
の
ご
活

動
や
、
市
が
実
施
す
る
ボ
ン
ネ
ッ

ト
バ
ス
で
の
ガ
イ
ド
運
行
な
ど
の

取
り
組
み
、
ま
た
悠
久
の
歴
史
が

体
感
で
き
る
風
光
明
び
な
景
観
が

高
く
評
価
さ
れ
、
全
国
九
十
一
ル

ー
ト
の
一
つ
と
し
て
登
録
さ
れ
た

も
の
で
す
。 

　
同
協
議
会
で
は
今
後
と
も
、「
新
・

丹
後
王
国
の
創
造
」
を
テ
ー
マ
に
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
新

た
な
価
値
観
を
育
む
と
と
も
に
、

京
丹
後
市
を
全
国
へ
発
信
す
る
活

動
に
取
り
組
み
、
地
域
の
活
性
化
・

観
光
の
振
興
、
さ
ら
に
は
魅
力
の

発
見
や
創
出
、
郷
土
愛
の
育
成
に

努
め
て
い
き
ま
す
。 

 

日本風景街道として登録された「丹後古代ロマン街道」 

１７８ 

夕日ケ浦 

琴引浜 

久美浜湾 

屏風岩 

丹後松島 

　
丹
後
半
島
「
古
代
ロ
マ
ン
」

街
道
が
日
本
風
景
街
道
の
一

つ
に
登
録
さ
れ
、
た
い
へ
ん

喜
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
登
録
は
、

丹
後
の
歴
史
や
文
化
、
景
観

を
全
国
に
発
信
で
き
る
す
ば

ら
し
い
機
会
で
あ
り
、
今
後

の
活
動
の
励
み
と
な
り
ま
す
。 

　
「
京
丹
後
市
風
景
街
道
協
議

会
」
は
、
こ
れ
ま
で
京
丹
後

の
風
景
・
自
然
・
歴
史
な
ど

の
地
域
資
源
を
活
か
し
「
点
」

と
し
て
活
動
し
て
き
た
団
体
が
、

国
道
一
七
八
号
沿
線
を
中
心

に
「
線
」
と
し
て
活
動
す
る

こ
と
で
、
よ
り
力
強
く
地
域

資
源
を
活
用
し
た
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

　
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る

に
は
、
地
域
に
住
む
人
が
そ

の
魅
力
を
再
認
識
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
多

く
の
人
が
、
観
光
に
訪
れ
る

か
た
に
「
お
も
て
な
し
の
心
」

で
接
す
る
こ
と
で
、
京
丹
後

市
の
魅
力
発
信
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。 

　
現
在
、
当
協
議
会
に
所
属

す
る
四
団
体
だ
け
で
な
く
、

国
道
一
七
八
号
沿
線
で
活
動

さ
れ
て
い
る
団
体
な
ど
に
、

風
景
街
道
協
議
会
の
活
動
に

ご
賛
同
い
た
だ
き
、
集
ま
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
活
動

を
し
、
「
輪
」
を
広
げ
る
と
と

も
に
、
地
域
の
活
性
化
に
向

け
て
京
丹
後
の
魅
力
を
全
国

に
発
信
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

京丹後市風景街道協議会 
代表　中江忠宏さん（丹後町） 
京丹後市風景街道協議会 
代表　中江忠宏さん（丹後町） 

全国で91ルート 全国で91ルート 全国で91ルート 全国で91ルート 

京丹後の魅力の発信に
ついて、「京丹後市風景
街道協議会」代表　中
江忠宏さんにうかがい
ました。 

「
お
も
て
な
し
の
輪
」
を
広
げ
る

「
お
も
て
な
し
の
輪
」
を
広
げ
る 

「
お
も
て
な
し
の
輪
」
を
広
げ
る

「
お
も
て
な
し
の
輪
」
を
広
げ
る 

「
お
も
て
な
し
の
輪
」
を
広
げ
る 

（近畿では15ルート） （近畿では15ルート） （近畿では15ルート） 

平成20年2月 平成20年2月 
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谷工業団地（久美浜町谷）に完成した 

紫野和久傳の食品工房 

「
森
林
ノ
牧
場
」
オ
ー
プ
ン 

「
森
林
ノ
牧
場
」
オ
ー
プ
ン 

山
林
資
源

循
環
型
社
会

挑
戦 

山
林
資
源
を
活
用
し
た 

　
循
環
型
社
会
構
築
へ
の
新
た
な
挑
戦 

紫野和久傳 紫野和久傳 

京丹後久美浜工房が完成 京丹後久美浜工房が完成 

故郷での操業に対する 

熱い思いを話される 

　桑村綾子代表取締役 

　
市
内
に
あ
る
五
つ
の
工
業
団
地
の
最
後
の
一
区
画
と
な
っ

た
「
谷
工
業
団
地
」（
久
美
浜
町
谷
）
に
、
京
丹
後
市
を
発
祥

の
地
と
さ
れ
、
京
料
理
・
和
菓
子
の
全
国
展
開
を
図
ら
れ
る

「
㈱
紫
野
和
久
傳
」（
桑
村
綾
子
代
表
取
締
役
・
中
京
区
）
の

「
京
丹
後
久
美
浜
工
房
」
が
こ
の
た
び
完
成
し
ま
し
た
。 

　
「
㈱
紫
野
和
久
傳
」

は
、
前
身
の
「
峰
山
和

久
傳
」
の
発
祥
の
地
が

峰
山
町
で
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
丹
後
の
地
で
の

操
業
を
希
望
い
た
だ
く

中
、
今
回
の
誘
致
が
実

現
し
た
も
の
で
す
。 

　
同
社
は
「
大
型
設
備
に
よ
る
大
量
生
産
で
は

な
く
、
人
手
を
か
け
た

”京
“
の
香
り
を
重
視

し
た
製
造
」
と
「
添
加
物
を
使
わ
ず
素
材
の
味

を
生
か
し
た
安
全
な
食
品
づ
く
り
」
を
基
本
理

念
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
工
房
用

地
は
、
府
内
の
世
界
に
誇
る

伝
統
と
文
化
の
も
の
づ
く
り

産
業
の
継
承
と
振
興
策
と
し

て
力
を
注
ぐ
地
域
と
し
て
「
京

都
府
伝
統
と
文
化
の
も
の
づ

く
り
産
業
集
積
等
促
進
地
域
」

に
京
都
府
か
ら

指
定
を
受
け
、

支
援
を
い
た
だ

け
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、

今
回
の
和
久
傳

の

”里
帰
り
“
に

よ
り
、
本
市
の

産
業
を
リ
ー
ド
い
た
だ
く
柱
と
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
自
然
と
調
和
し
た
工
房
に
し

よ
う
と
、
二
・
七
㌶
の
敷
地
内
に
、
植

物
学
の
世
界
的
権
威
・
宮
脇
昭
名
誉
教

授
（
横
浜
国
立
大
学
）
の
監
修
の
も
と

地
域
に
自
生
す
る
約
一
万
八
千
本
の
シ

イ
な
ど
の
苗
木
を
、
多
く
の
市
民
の
み

な
さ
ん
の
協
力
も
得
て
植
樹
さ
れ
、
樹

木
の
命
と
魂
を
京
丹
後
か
ら
発
信
す
る
「
和

久
傳
の
森
」（
約
四
千
二
百
平
方
㍍
）
の

整
備
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
完
成
し
た
工
房
は
、
鉄
骨
二
階
建
て

延
べ
約
千
二
百
平
方
㍍
。
京
都
の
夏
の

和
菓
子
を
代
表
す
る
「
西
湖
」
や
人
気

商
品
の
「
和
煮
」
を
製
造
さ
れ
、
ま
た

地
元
食
材
を
使
っ
た
新
商
品
の
開
発
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
工
房
の
従
業
員
も
現

地
雇
用
を
基
本
に
、
約
三
十
人
（
パ
ー
ト
を
含

む
）
を
市
内
な
ど
か
ら
新
た
に
採
用
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。 

　
一
月
十
日
に
同
工
房
で
開
催
さ
れ
た
竣
工
修

祓
（
し
ゅ
ば
つ
）
式
で
は
、
地
元
区
長
な
ど
、

関
係
者
約
八
十
人
が
出
席
。
桑
村
代
表
取
締
役

は
「
前
身
の
『
峰
山
和
久
傳
』
閉
鎖
の
と
き
も

地
元
の
み
な
さ
ん
か
ら
惜
し
ま
れ
、
い
つ
か
地

元
の
熱
意
に
応
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

京
都
市
へ
移
っ
て
か
ら
二
十
五
年
と
い
う
節
目

の
年
に
、
京
丹
後
市
に
工
房
が
で
き
た
こ
と
は

喜
び
で
す
。
工
房
の
周
囲
に
は
『
和
久
傳
の
森
』

を
つ
く
り
、
自
然
と
人
に
親
し
ま
れ
る
工
房
に

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。 

昨年５月に行われた「和久傳の森」

植樹祭で、苗木を保護するための

わらを敷く参加者のみなさん 

　
環
境
先
進
都
市
の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
を
進
め
る
京
丹
後
市
で
十
二
月
二
十
一
日
、
環
境
ビ
ジ
ネ
ス

を
展
開
す
る
「
ア
ミ
タ
㈱
」（
熊
野

介
代
表
取
締
役
社
長
）
が
、
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
施
設
※（
弥
栄

町
船
木
）
に
隣
接
す
る
丘
陵
地
に
、
山
中
で
の
牛
の
自
然
放
牧
に
よ
る
循
環
型
社
会
の
構
築
を
め
ざ

す
「
森
林
ノ
牧
場
」
を
新
た
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。 

「森林ノ牧場」で放牧される牛とふれあう子どもたち 

 

　
環
境
先
進
都
市
を
め
ざ
す
市
で
は
、

昨
年
「
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」
を

策
定
し
、
農
林
水
産
業
や
商
工
業
な
ど

各
関
係
機
関
の
連
携
に
よ
る
持
続
可
能

な
循
環
型
社
会
の
構
築
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
世
界
的
に

も
注
目
さ
れ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
シ

ス
テ
ム
の
実
証
研
究
施
設
で
あ
る
「
バ

イ
オ
ガ
ス
発
電
施
設
」
の
管
理
運
営
を

行
う
ア
ミ
タ
㈱
が
、
同
施
設
（
弥
栄
町

船
木
）
周
辺
の
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
利

用
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
山
林
に
乳

牛
を
自
然
放
牧
す
る
「
森
林
ノ
牧
場
」

を
開
設
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
牧
場
で
は
、
山
林
五
㌶
に
一
年
を

通
じ
て
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
十
頭
を
放
牧
し
、

朝
と
昼
の
二
回
、
牧
場
内
の
牛
舎
で
搾

乳
。
牧
場
で
は
、
牛
が
土
を
踏
み
締
め

る
こ
と
で
土
地
が
耕
さ
れ
、
さ
ら
に
排

せ
つ
物
が
肥
料
と
な
り
、
自
然
の
循
環

が
生
ま
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
牛
が
下
草

な
ど
を
食
べ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
ほ

と
ん
ど
手
つ
か
ず
だ
っ
た
山
林
に
陽
光

が
差
し
、
将
来
的
に
森
林
体
験
な
ど
が

楽
し
め
る
空
間
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
牧
場
の
近
く

に
は
、
搾
り
た
て
の
生
乳
を
牛
乳
や
ソ

フ
ト
ク
リ
ー
ム
な
ど
に
加
工
す
る
「
森

林
ノ
工
房
」
を
併
設
。
同
工
房
は
、
ワ

ラ
を
圧
縮
・
固
め
た
ブ
ロ
ッ
ク
（
ス
ト

ロ
ー
ベ
イ
ル
）
を
積
み
重
ね
、
上
か
ら

土
を
塗
り
固
め
た
建
物
で
、
断
熱
性
と

吸
水
性
に
優
れ
、
夏
は
涼
し
く
、
冬
は

温
か
く
室
内
を
保
つ
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

材
料
の
ワ
ラ
は
、
市
内
小
学
校
の
児
童

が
稲
刈
り
体
験
を
行
っ
た
後
に
で
き
た

も
の
を
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
森
林
酪
農
で
育
て
ら
れ
た
牛
か
ら
搾

乳
し
た
生
乳
は
風
味
豊
か
で
、
加
工
さ

れ
た
牛
乳
や
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
は
、
今

後
京
都
市
内
の
百
貨
店
な
ど
で
の
販
売

を
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
同
牧
場
の
開
設
日
に
は
、
牧
場
の
散

策
や
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
の
土
塗
り
体
験
、

バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
施
設
の
見
学
会
な
ど

が
行
わ
れ
、
引
き
続
い
て
の
開
設
式
に

は
、
地
元
住
民
な
ど
約
七
十
人
が
出
席
。

熊
野
代
表
取
締
役
社
長
は
「
森
林
を
主

体
と
し
た
酪
農
に
よ
り
、
食
と
森
を
結

び
つ
け
、
十
年
後
も
食
と
自
然
資
源
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
循
環
・
確
保
さ
れ
た
心

豊
か
な
道
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
山
林
資
源
を
活
用
し
た
新

た
な
地
域
再
生
へ
の
挑
戦
に
大
き
な
期

待
を
寄
せ
ま
し
た
。 

食品工場などの食品系未利用

資源からメタン発酵によりメ

タンガスを発生させ、ガスエ

ンジン式発電装置と燃料電池

により発電を行います。 

また、メタン発酵後の残さは、

乾燥・熟成させ、たい肥とし

て農地などへ還元します。 

食品工場などの食品系未利用

資源からメタン発酵によりメ

タンガスを発生させ、ガスエ

ンジン式発電装置と燃料電池

により発電を行います。 

また、メタン発酵後の残さは、

乾燥・熟成させ、たい肥とし

て農地などへ還元します。 

バイオガス発電施設とは… バイオガス発電施設とは… 

本市発祥の 本市発祥の 

同牧場の取り組みは、全国の地域活性化

の先進的事例を紹介される「まちづくり

新聞」（新建新聞社発行）でも大きく取り

上げられ、注目されています 

同牧場の取り組みは、全国の地域活性化

の先進的事例を紹介される「まちづくり

新聞」（新建新聞社発行）でも大きく取り

上げられ、注目されています 

平成20年2月 平成20年2月 

産
　
　
　
業 

産
　
　
　
業 



京丹後市 
消防出初式 
京丹後市 
消防出初式 
京丹後市 
消防出初式 

災害に強いまちづくりに向け 
　　　　　　　思いを新たに 

災害に強いまちづくりに向け 
　　　　　　　思いを新たに 
災害に強いまちづくりに向け 
　　　　　　　思いを新たに 

消防ポンプ自動車による一斉放水を披露 

　
火
災
や
災
害
の
な
い
一
年
と
な
る
こ

と
を
願
い
「
京
丹
後
市
消
防
出
初
式
」

を
一
月
六
日
に
開
催
し
ま
し
た
。 

　
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
京
都
府
丹
後

文
化
会
館
（
峰
山
町
杉
谷
）
で
行
っ
た

式
典
に
は
、

岡
消
防
団
長
以
下
八
百

五
人
の
団
員
と
消
防
本
部
職
員
六
十
人

を
は
じ
め
、
京
都
府
危
機
管
理
監
や
府

議
会
議
員
、
京
丹
後
警
察
署
長
、
航
空

自
衛
隊
第
三
十
五
警
戒
副
隊
長
、
市
議

会
議
員
な
ど
多
く
の
来
賓
が
参
加
。 

　
式
典
で
は
、
中
山
市
長
が
「
消
防
団

員
の
み
な
さ
ん
に
は
、
生
業
を
持
ち
な

が
ら
、
日
ご
ろ
か
ら
消
防
団
活
動
に
ご

献
身
い
た
だ
き
、
ま
た
自
ら
の
危
険
や

ご
家
族
の
大
き
な
ご
負
担
も
あ
る
中
で
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
安
心
・
安
全
の
た

め
に
最
前
線
で
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
心

か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
、
操
法
な
ど
の
各
種
訓
練
を
日

ご
ろ
か
ら
重
ね
て
い
た
だ
き
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
安
心
・
安
全
を
お
守
り
い

た
だ
く
要
と
し
て
、
ご
活
躍
・
ご
尽
力

賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

我
々
も
共
に
、
本
市
の
安
心
・
安
全
の

た
め
に
懸
命
に
尽
く
し
ま
す
」
と
式
辞
。 

　
ま
た
、

岡
団
長
は
「
昨
年
一
年
間

の
消
防
団
活
動
に
お
い
て
は
、
た
い
へ

ん
多
く
出
動
し
て
い
た
だ
き
、
ご
苦
労

さ
ま
で
し
た
。
京
丹
後
市
が
発
足
し
て

三
年
が
経
ち
、
消
防
団
も
各
町
の
枠
組

み
を
越
え
、
共
同
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
、
消
防
団
が
ま
す
ま
す
発
展
す
る
よ

う
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
」
と
訓
示
さ
れ

ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
消
防
・
防
災
活
動
に
貢
献

の
あ
っ
た
団
人
の
み
な
さ
ん
百
七
十
人

に
優
良
消
防
団
員
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
式
典
終
了
後
に
は
、
消
防
団
員

お
よ
び
消
防
本
部
職
員
に
よ
る
息
の
合

っ
た
市
中
行
進
を
行
う
と
と
も
に
、
式

典
会
場
近
く
の
小
西
川
沿
い
で
、
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
六
台
に
よ
る
一
斉
放
水

を
披
露
。
参
加
者
全
員
で
、
防
災
や
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
思
い
を
新
た

に
し
ま
し
た
。 

災
害
時
応
援
協
定
を
新
た
に
締
結 

災
害
時
応
援
協
定
を
新
た
に
締
結 

災
害
時
応
援
協
定
を
新
た
に
締
結 

　
市
で
は
、
突
発
的
な
災
害
の
発

生
に
備
え
、
円
滑
・
効
果
的
に
災

害
対
応
を
行
う
た
め
、
十
二
月
二

十
七
日
、
市
役
所
で
京
都
府
薬
剤

師
会
京
丹
後
市
部
（
安
達
健
蔵
支

部
長
）
と
、
㈱
に
し
が
き
（
西
垣
俊

平
代
表
取
締
役
）
の
二
団
体
と
「
災

害
時
応
援
協
定
」
を
新
た
に
締
結

し
ま
し
た
。 

　
同
協
定
の
締
結
に
よ
り
、
災
害

時
の
救
護
に
不
可
欠
な
医
薬
品
と
、

避
難
所
な
ど
に
避
難
さ
れ
る
か
た

の
食
料
品
や
衣
料
品
、
日
用
品
な

ど
を
市
が
確
保
す
る
た
め
の
要
請

に
対
し
て
、
物
資
を
優
先
的
に
供
給
・

運
搬
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。 

　
こ
の
た
び
の
協
定
締
結
に
対
し
、

中
山
市
長
は
「
近
年
、
発
生
す
る

災
害
が
大
規
模
化
・
多
発
化
す
る

中
で
、
市
民
や
関
係
団
体
の
み
な

さ
ん
の
協
力
は
、
た
い
へ
ん
あ
り

が
た
く
思
い
ま
す
。
市
も
災
害
対

応
が
有
効
に
機
能
す
る
よ
う
、
絶

え
ず
組
織
体
制
の
強
化
に

最
大
の
努
力
を
行
っ
て
い

き
ま
す
」
と
感
謝
を
述
べ

ま
し
た
。 

　
今
回
の
協
定
締
結
で
、

市
内
の
関
係
団
体
と
の
協

定
は
三
十
五
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
安
心
・
安
全
確
保
の

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種

の
み
な
さ
ん
と
の
共
助
の

構
築
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

 

万
一
の
災
害
に
備
え 

　
　
　
　
　
　
の
力
を
結
集 

万
一
の
災
害
に
備
え 

　
　
　
　
　
　
の
力
を
結
集 

万
一
の
災
害
に
備
え 

　
　
　
　
　
　
の
力
を
結
集 

（左から）京都府薬剤師会京丹後市
部・安達健蔵支部長、㈱にしがき・
西田利光総務部長 

有
効
な
防
災
活
動
に
お
け
る
協
力
関
係
を 

約
束
し
た
災
害
応
援
協
定 

　
京
丹
後
の
冬
の

味
覚
の
ひ
と
つ
「
カ

キ
」。 

　
湊
漁
業
協
同
組

合
（
和
田
市
郎
組

合
長
・
組
合
員
二

百
九
十
人
）
で
は
、

む
き
身
作
業
後
に

不
要
に
な
っ
た
「
カ

キ
殻
」
を
肥
料
と

し
て
再
利
用
す
る

取
り
組
み
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
カ
キ
殻
は
一
般
廃
棄
物
と
し
て

市
処
分
場
で
埋
立
処
分
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
が
、
処
分
費
用
の
節

約
や
処
分
施
設
の
延
命
を
図
る
た
め
、

リ
サ
イ
ク
ル
方
法
を
確
立
す
る
こ

と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、「
鋭
利
で
危
険
」、

「
塩
分
の
影
響
で
生
育
に
問
題
」

な
ど
の
先
入
観
も
あ
り
、
土
壌
改

良
剤
と
し
て
普
及
が
遅
れ
て
い
ま

し
た
。 

　
そ
こ
で
同
組
合
で

は
、
細
か
く
砕
い
た

カ
キ
殻
を
プ
ラ
ン
タ

ー
に
使
用
し
、
久
美

浜
地
域
の
旅
館
・
民

宿
に
配
置
す
る
こ
と

で
、
土
壌
改
良
剤
と

し
て
の
有
効
性
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
と
と
も

に
、
地
域
美
化
に
取
り
組
も
う
と

企
画
さ
れ
ま
し
た
。
十
二
月
二
十

一
日
に
は
、
腐
葉
土
の
上
下
に
カ

キ
殻
を
敷
き
、
パ
ン
ジ
ー
を
植
え

た
プ
ラ
ン
タ
ー
百
六
十
個
を
製
作
。

完
成
を
待
ち
わ
び
て
訪
れ
た
旅
館

な
ど
の
か
た
が
わ
れ
先
に
と
プ
ラ

ン
タ
ー
を
車
に
積
み
込
ま
れ
ま
し
た
。 

　
な
お
、
こ
の
取
り
組
み
は
、
京

都
府
が
実
施
す
る
「
地
域
力
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
交
付
金

事
業
」
に
認
定
さ
れ
、
事
業
費
の

約
三
割
を
こ
の
補
助
金
で
ま
か
な

っ
て
い
ま
す
。 

　
和
田
組
合
長
は
「
今
回
の
取
り

組
み
を
き
っ
か
け
に
、
カ
キ
殻
は 

”ご
み
”
と
い
う
考
え
が
少
し
で
も

な
く
な
っ
て
、
花
や
農
作
物
の
生

育
に
役
立
て
ば
」
と
今
後
の
再
利

用
化
に
期
待
を
込
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。 

カキ殻を使った循環型社会 カキ殻を使った循環型社会 

カキ殻を土壌改良剤で有効活用 

カキ殻をプランターに敷き詰める

湊漁業協同組合のみなさん 

カキ殻をプランターに敷き詰める

湊漁業協同組合のみなさん 

カ
キ
殻
を
敷
い
た
プ
ラ
ン
タ
ー
を

カ
キ
殻
を
敷
い
た
プ
ラ
ン
タ
ー
を

持
つ
湊
漁
業
協
同
組
合
・
和
田
組

持
つ
湊
漁
業
協
同
組
合
・
和
田
組

合
長
合
長 

カ
キ
殻
を
敷
い
た
プ
ラ
ン
タ
ー
を

持
つ
湊
漁
業
協
同
組
合
・
和
田
組

合
長 

 

観
光
関
係
者
の
か
た
な
ど
約
八
十
人
が
、
十

八
種
類
の
料
理
・
加
工
品
を
試
食 

「
猪
・
鹿
肉
料
理
」
試
食
会 

京
丹
後
の
新
た
な
魅
力
を
創
造

京
丹
後
の
新
た
な
魅
力
を
創
造 

京
丹
後
の
新
た
な
魅
力
を
創
造

京
丹
後
の
新
た
な
魅
力
を
創
造 

京
丹
後
の
新
た
な
魅
力
を
創
造 

の
有
効
活
用
を
め
ざ
す

の
有
効
活
用
を
め
ざ
す 

の
有
効
活
用
を
め
ざ
す

の
有
効
活
用
を
め
ざ
す 

の
有
効
活
用
を
め
ざ
す 

　
農
作
物
に
被
害
を
も
た
ら
す
有
害
鳥
獣

と
し
て
捕
獲
さ
れ
る
猪
や
鹿
の
肉
を
、
京

丹
後
市
の
新
た
な
食
材
と
し
て
有
効
活
用

し
よ
う
と
活
動
さ
れ
て
い
る
「
京
丹
後
市

猪
・
鹿
肉
有
効
活
用
研
究
会
」（
神
田
潔
会

長
）
が
、
猪
・
鹿
肉
料
理
の
商
品
化
に
向

け
、
十
二
月
十
九
日
、
試
食
会
を
丹
後
あ

じ
わ
い
の
郷
（
弥
栄
町
鳥
取
）
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

　
平
成
十
八
年
度
に
本
市
で
有
害
鳥
獣
と

し
て
捕
獲
さ
れ
た
猪
は
八
百
十
七
頭
、
鹿

が
四
百
十
頭
、
平
成
十
九
年
度
は
十
月
末

で
、
猪
六
百
十
五
頭
、
鹿
三
百
七
十
三
頭

に
も
お
よ
び
、
捕
獲
し
た
個
体
の
処
理
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
同
研
究

会
は
、
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
と
と

も
に
、
猪
・
鹿
肉
の
有
効
活
用
を
図
る
た

め
、
昨
年
九
月
、
（株）
く
み
は
ま
縣
、
（財）
あ

じ
わ
い
の
郷
、
（株）
京
都
た
ん
ご
フ
ァ
ー
ム
、

（株）
テ
ン
キ
テ
ン
キ
村
、
（社）
京
都
府
猟
友
会

中
郡
・
竹
野
郡
・
久
美
浜
各
支
部
に
よ
り

設
立
。
猪
・
鹿
肉
を
使
っ
た
料
理
の
試
作

を
重
ね
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
試
食
会
に
は
、
狩
猟
期
間
（
十
一
月
十

五
日
〜
二
月
十
五
日
）
に
捕
獲
さ
れ
た
猪
・

鹿
肉
を
使
い
、
コ
ロ
ッ
ケ
や
手
巻
き
寿
司
、

猪
肉
の
炊
き
込
み
ご
飯
、
ハ
ム
、
ソ
ー
セ

ー
ジ
な
ど
計
十
八
種
類
の
料
理
や
加
工
品

が
用
意
さ
れ
、
市
内
観
光
関
係
者
の
か
た

な
ど
約
八
十
人
が
味
わ
い
ま
し
た
。
参
加

さ
れ
た
か
た
は
「
猪
肉
は
豚
肉
に
似
て
い

て
、
食
べ
や
す
く
お
い
し
か
っ
た
。
本
格

的
に
商
品
化
さ
れ
た
ら
ま
た
食
べ
た
い
」な

ど
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
研
究
会
は
、
今
後
さ
ら
に
料
理
を
研

究
・
開
発
す
る
と
と
も
に
、
猪
・
鹿
の
処

理
加
工
施
設
や
、
流
通
・
販
売
・
消
費
拡

大
の
研
究
を
重
ね
、
平
成
二
十
一
年
度
に

は
レ
ス
ト
ラ
ン
や
旅
館
・
民
宿
な
ど
で
本

格
的
に
料
理
の
提
供
や
肉
の
販
売
が
開
始

で
き
る
よ
う
取
り
組
ま
れ
ま
す
。 

平成20年2月 平成20年2月 

安
心
・
安
全 

農
林
水
産
業 



「丹後チャレンジフォーラム」を初開催 「丹後チャレンジフォーラム」を初開催 「丹後チャレンジフォーラム」を初開催 
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い

枠
に
と
ら
わ
れ
な
い 

　
　
可
能
性
を
探
る

　
　
可
能
性
を
探
る 

枠
に
と
ら
わ
れ
な
い

枠
に
と
ら
わ
れ
な
い 

　
　
可
能
性
を
探
る

　
　
可
能
性
を
探
る 

枠
に
と
ら
わ
れ
な
い 

　
　
可
能
性
を
探
る 

「
事
業
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
相
談
会
」

「
事
業
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
相
談
会
」 

「
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会
」
を
開
催

「
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会
」
を
開
催 

「
事
業
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
相
談
会
」

「
事
業
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
相
談
会
」 

「
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会
」
を
開
催

「
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会
」
を
開
催 

「
事
業
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
相
談
会
」 

「
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会
」
を
開
催 

　
丹
後
の
生
地
は
、
世
界
に

自
慢
で
き
る
ほ
ど
の
す
ば
ら

し
い
技
術
を
持
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
を
次
の
段

階
と
し
て
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
が

作
品
を
つ
く
り
た
い
と
思
う

よ
う
な
生
地
に
す
る
た
め
に
は
、

丹
後
産
地
が
染
色
や
刺
し
ゅ
う
、

撥
水
加
工
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
完
成
度
を
持
っ
た
も
の
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
産
地

に
な
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
使
い
た
い

と
思
う
よ
う
な
生
地
は
、
技

術
だ
け
で
は
な
く
、
感
性
も

兼
ね
備
え
た
魅
力
あ
る
も
の

で
す
。
で
す
か
ら
、
丹
後
産

地
に
「
ハ
イ
テ
ク
か
ら
臈
（
ろ

う
）
テ
ク
へ
」
と
い
う
標
語

を
掲
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
あ
る
ハ
イ
テ
ク
に
、
「
臈

長
（
ろ
う
た
）
け
た
」
と
い

う
「
洗
練
さ
れ
た
美
し
さ
と

気
品
が
あ
る
」
と
い
う
意
味

の
言
葉
を
加
え
て
、
新
し
い

要
素
を
加
え
た
ハ
イ
テ
ク
と

し
て
、
非
常
に
上
品
で
美
し
く
、

華
や
か
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に

進
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

　
進
化
す
る
た
め
に
は
ま
ず
、

覚
悟
を
決
め
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
こ
と
が
大
切
。
そ
し
て

生
地
を
つ
く
る
側
の
考
え
だ

け
で
は
な
く
、
使
う
側
や
着

る
側
と
同
じ
目
線
で
生
地
へ

の
興
味
を
持
ち
、
楽
し
み
な

が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と

が
必
要
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。 

　
一
つ
の
形
・
様
式
を
そ
の

ま
ま
た
だ
温
存
す
る
と
い
う

だ
け
で
は
な
く
、
革
新
的
な

気
持
ち
を
持
っ
て
、
新
し
い

物
に
つ
く
り
か
え
て
い
く
こ

と
も
大
切
で
す
。 

　
変
化
を
恐
れ
て
は
、
伝
統

は
退
化
す
る
だ
け
で
す
。
確

信
を
持
っ
て
伝
統
を
進
化
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
伝
統

あ
る
丹
後
産
地
が
、
進
化
す

る
産
地
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。 

　
日
本
の
繊
維
に
は
、
長
年

培
わ
れ
て
き
た
和
装
の
織
り

技
術
、
染
め
・
加
工
技
術
が

強
く
根
づ
き
、
延
々
と
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に

そ
の
根
本
に
「
産
地
」
が
あ
り
、

繊
維
産
業
は
非
常
に
誇
り
高

い
産
業
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

ま
ず
認
識
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
繊
維
産
業
に
関
し
て
大
切

な
の
は
、
「
売
り
上
げ
や
量
」

を
追
う
の
で
は
な
く
「
利
益

と
顧
客
の
満
足
」
を
追
う
と

い
う
こ
と
で
す
。 

　
日
本
の
繊
維
産
地
は
、
も

の
づ
く
り
に
か
け
て
は
す
ば

ら
し
い
「
力
」
を
持
っ
て
い

ま
す
。
で
す
か
ら
、
「
売
る
仕

組
み
を
つ
く
る
」
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
自
ら
が
売

る
必
要
は
な
く
て
、「
売
る
力
」

を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
と
の

連
携
、
仕
組
み
を
つ
く
り
、

目
線
を
産
地
か
ら
市
場
へ
移

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
会
社
内
で
は
、
社

長
一
人
が
動
く
と
い
う
体
制

で
は
な
く
て
、
社
員
と
一
緒

に
考
え
て
一
緒
に
取
り
組
み
、

社
内
が
一
丸
と
な
っ
て
、
売

る
仕
組
み
づ
く
り
を
含
め
た
「
自

立
」
に
向
け
て
進
ん
で
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
自
立
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

共
生
の
中
に
自
立
す
る
と
い

う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
「
つ

く
る
側
」
と
「
売
る
側
」
の

共
生
、
ま
た
産
地
内
の
同
業

者
同
士
の
共
生
・
情
報
共
有

が
重
要
に
な
り
ま
す
。
地
内

の
同
業
者
同
士
が
情
報
共
有

す
る
場
合
は
、
自
分
の
得
意

分
野
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、

同
じ
産
地
内
で
は

”ま
ね
を
し

な
い
“
こ
と
で
情
報
共
有
が
可

能
に
な
り
ま
す
。
産
地
内
で
、

ま
た
産
地
を
越
え
て
の
連
携

で
お
互
い
が
生
き
残
る
た
め
に
、

自
立
す
る
た
め
に
は
ど
う
す

る
の
か
を
、
共
生
し
と
も
に

考
え
る
こ
と
の
で
き
る
、
信

頼
の
で
き
る
仲
間
づ
く
り
も

重
要
に
な
り
ま
す
。 

中小企業地域資源活用プログラム 
近畿地域支援事務局 

プロジェクトマネージャー 

　松田正夫さん 

ファッショントレンドの予

測・分析・構築・発信活動

を踏まえ、国内外のファッ

ションや家電、ライフスタ

イル関連製品のコンサルテ

ィングを行う。また、日本

の優れたテキスタイル（布

地）をヨーロッパの主要な

デザイナーブランドに紹介

し、日本素材のクリエイテ

ィビティや日本発のトレン

ドを発信している。 

伊藤忠ファッションシステム株式会社 
　クリエイティブディレクター 

池西美知子さん 

個別ビジネス商談会 

　
「
繊
維
・
織
物
」
関
係
業
者
の
か

た
を
対
象
に
、
中
小
企
業
地
域
活
用

プ
ロ
グ
ラ
ム
近
畿
地
域
支
援
事
務
局

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招
き
、
事
業
に

関
す
る
ア
イ
デ
ア
を
個
別
に
相
談
す

る
「
事
業
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
相
談
会
」

お
よ
び
、
百
貨
店
の
バ
イ
ヤ
ー
を
招

き
個
別
に
直
接
商
品
・
製
品
を
売
り

込
む
「
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会
」
を
同
時

開
催
。
「
事
業
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
相
談

会
」
に
は
五
社
、
「
ビ
ジ
ネ
ス
商
談

会
」
に
は
十
二
社
の
繊
維
・
織
物
関

係
業
者
の
み
な
さ
ん
が
、
市
内
外
か

ら
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

「進化」する伝統、「退化」する伝統 「進化」する伝統、「退化」する伝統 

繊維製造分野における 

「売れる商品づくり」を考える 

繊維製造分野における 

「売れる商品づくり」を考える 
提言 提言 

基調 
講演 
基調 
講演 

　
本
市
の
地
域
産
業
で
あ
る
「
繊
維
・

織
物
」
産
業
に
つ
い
て
、
地
域
が
抱
え

る
課
題
の
本
質
を
考
え
る
と
と
も
に
「
繊

維
・
織
物
」
資
源
の
高
度
な
市
場
マ
ッ

チ
ン
グ
（
販
売
や
取
引
の
仲
介
）
の
実

現
を
め
ざ
し
、
一
月
九
日
、
「
Ｔ
Ａ
Ｎ

Ｇ
Ｏ 

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ 

Ｆ
Ｏ
Ｒ

Ｕ
Ｍ
・
丹
後
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮
（
大
宮
町
口

大
野
）
で
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。 

　
今
年
度
、
国
に
お
い
て
は
地
域
資
源

（
産
地
の
技
術
、
農
林
水
産
物
、
観
光

資
源
な
ど
）
を
活
用
し
て
新
商
品
や
新

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
、
新
規
販
路
開
拓
な

ど
に
挑
戦
す
る
中
小
企
業
を
総
合
的
に

支
援
す
る
「
中
小
企
業
地
域
活
性
化
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
制
度
化
。
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、
市
商
工
会
、
丹
後
織
物
工
業

組
合
、

丹
後
地
域
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
、

京
都
産
業
21
、
独
立
行
政

法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
・
中
小

企
業
地
域
資
源
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
国

推
進
事
務
局
と
連
携
し
、
「
繊
維
・
織

物
」
産
業
に
対
す
る
提
言
や
講
演
会
に

加
え
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
制
度
解
説
や
、

個
別
相
談
・
商
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

市
場
目
線
で
　 

「
売
る
仕
組
み
づ
く
り
」の
確
立
を 

テーマ テーマ 

テーマ テーマ 

使
い
た
く
な
る
素
材
の
生
産
に
向
け 

　
　
確
信
を
持
っ
た
伝
統
の
進
化
を 

平成20年2月 平成20年2月 

産
業
フ
ォ
ー
ラ
ム 

産
業
フ
ォ
ー
ラ
ム 



国
指
定
重
要
無
形
民
族

文
化
財
に
指
定
さ
れ
る 

「
居
籠
（
い
ご
も
り
）
祭
」 

（
木
津
川
市
山
城
町
） 

両市の産業や文化、観光振興など 

相互の交流・連携を約束した 

　　　　「友好都市盟約」締結式 

　平成19年３月12日、「水・緑・歴史が薫る文化創造都市～ひと

が輝き　ともに創る豊かな未来～」を将来像に、木津町、加茂町、

山城町が合併。 

　近畿のほぼ中央、京都府南部の山城地域に位置し、北は井出町、

和束町、東は笠置町、西は精華町、南は奈良県奈良市と接して

います。また、市域の中心部を東から西に、そして市域の西端

部で大きくカーブし、北へ向かって木津川が流れており、木津

川に沿った地域に平野部が広がっています。 

　木津川市では、国家プロジェクトである「関西文化学術研究

都市」の中核として研究活動がなされているばかりでなく、か

つて、聖武天皇の時代に「恭仁京」（天平12年・740年）がおか

れた地であり、ロマンあふれる文化財や豊かな自然、里山を有

するまちとなっています。 

 

●人　口／67,487人（平成20年1月1日現在） 

●世帯数／23,617世帯（平成20年1月1日現在） 

●面　積／85.12平方キロ㍍ 

●位　置／東経135’49’　北緯34’44’（木津川市役所） 

両
市
が
有
す
る
交
流
の 

　
　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
再
点
火 

　
旧
丹
後
町
と
旧
木
津
町
と
の
間
で
培
っ
て
き
た
友

好
関
係
を
継
承
し
、
相
互
の
友
好
関
係
を
よ
り
強
固

な
も
の
に
し
よ
う
と
、
府
内
の
最
北
端
市
と
な
る
本

市
と
最
南
端
市
の
木
津
川
市
が
、
一
月
十
一
日
、
平

安
会
館
（
京
都
市
上
京
区
）
で
「
友
好
都
市
盟
約
」

を
締
結
し
ま
し
た
。 

　
旧
丹
後
町
と
旧
木
津
町
は
、
昭
和
五
十
八
年
一
月

十
四
日
、
友
好
町
と
し
て
の
盟
約
を
締
結
。
以
来
二

十
五
年
間
に
わ
た
っ
て
公
立
小
学
校
の
修
学
旅
行
や

少
年
野
球
チ
ー
ム
の
交
流
試
合
な
ど
を
中
心
に
、
交

流
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
九
年
の
ナ
ホ

ト
カ
号
重
油
流
出
事
故
の
際
に
は
、
木
津
町
長
を
先

頭
に
役
場
職
員
や
消
防
団
の
み
な
さ
ん
が
重
油
回
収

作
業
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
平
成
十
六
年
の

二
十
三
号
台
風
災
害
の
際
に
は
木
津
町
梅
美
台
小
学

校
の
児
童
か
ら
激
励
の
お
手
紙
や
千
羽
鶴
を
い
た
だ

き
、
一
昨
年
の
丹
後
町
で
の
土
砂
災
害
で
は
、
木
津

町
職
員
互
助
会
か
ら
義
援
金
を
い
た
だ
く
な
ど
、
ご

支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
平
成
十
九
年
三
月
に
、
木
津
町
、
加
茂
町
、
山
城

町
が
合
併
し
、
木
津
川
市
が
誕
生
し
た
こ
と
を
受
け

て
、
麻
生
純
京
都
府
副
知
事
の
立
ち
会
い
の
も
と
、

両
市
の
関
係
者
約
五
十
人
が
出
席
し
、
改
め
て
両
市

の
理
解
と
信
頼
を
深
め
、
文
化
や
産
業
、
観
光
な
ど

の
交
流
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
、「
友
好
都
市
盟
約
締
結

式
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
式
典
で
は
、
両
市
の
交
流
の
経
緯
が
紹
介
さ
れ
た

後
、
両
市
の
市
長
が
盟
約
書
に
調
印
し
、
麻
生
副
知

事
が
立
会
人
と
し
て
署
名
。
ま
た
、
両
市
の
市
旗
を

交
換
し
、
麻
生
副
知
事
を
囲
み
両
市
長
が
固
い
握
手

を
交
わ
し
ま
し
た
。 

　
同
盟
約
の
締
結
に
際
し
、
中
山
市
長
は
「
両
市
が

文
化
や
観
光
、
産
業
、
福
祉
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
交
流
を
進
め
る
こ
と
で
、
両
市
の
特
色
が
一
層

活
か
さ
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

「
古
代
丹
後
王
国
」
、
「
恭
仁
京
（
く
に
き
ょ
う
）
」

と
し
て
栄
え
、
両
市
に
潜
む
大
き
な
交
流
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
再
点
火
し
、
両
市
の
交
流
と
と
も
に
南
か
ら

北
ま
で
長
い
京
都
府
全
体
の
活
性
化
や
交
流
の
基
盤

づ
く
り
の
い
っ
た
ん
を
担
っ
て
い
き
た
い
」
と
力
強

く
述
べ
、
河
井
木
津
川
市
長
は
「
人
と
人
の
絆
を
大

切
に
し
、
両
市
の
魅
力
あ
る
資
源
を
最
大
限
発
揮
で

き
る
よ
う
、
幅
広
い
分
野
で
交
流
・
連
携
を
深
め
、

絆
を
一
層
育
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
後
、
産
業
祭
へ
の
両
市
の
特
産
品
ブ
ー
ス
の
設

置
な
ど
の
「
友
好
市
の
日
」
の
創
設
や
、
両
市
に
ゆ

か
り
の
あ
る
小
野
小
町
（
本
市
）、
和
泉
式
部
（
木
津

川
市
）
を
題
材
に
し
た
短
歌
大
会
の
開
催
、
学
童
野

球
交
流
の
市
域
拡
大
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

両
市
が
有
す
る
交
流
の 

　
　
　

を

木津川 

（左から）中山泰京丹後市長、麻生純京都

府副知事、河井規子木津川市長 

（左から）中山泰京丹後市長、麻生純京都

府副知事、河井規子木津川市長 

木
津
川
市
の
花 

「
コ
ス
モ
ス
」 

木
津
川
市
の
木
「
桜
」 

京都府の 

北端と南端をむすぶ友好の架け橋 
京都府の 

北端と南端をむすぶ友好の架け橋 
木
津
川
市
と
友
好
都
市
盟
約
を
締
結 
木
津
川
市
と
友
好
都
市
盟
約
を
締
結 

友
好
都
市
盟
約
へ
の
期
待 

友
好
都
市
盟
約
へ
の
期
待 

友
好
都
市
盟
約
へ
の
期
待 

木
津
川
市
の 

み
な
さ
ん
の 

木
津
川
市
の 

み
な
さ
ん
の 

木津川市 

京丹後市 

国宝にも指定される 

「浄瑠璃寺本堂」 

（木津川市加茂町） 

　
盟
約
締
結
式
の
後
に
は
、
意
見
交
流
会
を
開
催
。

参
加
い
た
だ
い
た
木
津
町
、
加
茂
町
、
山
城
町
の

商
工
会
長
は
、
今
後
の
両
市
の
交
流
の
展
開
に
つ

い
て
「
両
市
の
小
学
生
の
間
で
は
、
修
学
旅
行
や

学
童
野
球
な
ど
、
よ
い
関
係
が
続
い
て
い
ま
す
。

今
回
の
盟
約
締
結
を
機
に
、
早
く
商
工
会
員
間
の

交
流
の
機
会
も
持
ち
た
い
。
産
業
や
観
光
な
ど
の

分
野
で
会
員
同
士
の
交
流
が
進
め
ば
、
こ
れ
に
続

い
て
両
市
の
商
業
も
さ
ら
に
活
性
化
し
て
い
く
こ

と
と
な
る
」
「
木
津
川
市
で
は
、
商
工
会
の
合
併

を
今
後
に
控
え
て
お
り
、
京
丹
後
市
商
工
会
の
合

併
に
お
け
る
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
、
得
ら
れ
る
も
の
は

大
き
い
」「
産
業
で
の
連
携
は
、木
津
川
市
の
ブ
ラ

ン
ド
を
育
て
、
発
信
す
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
な

る
」
と
両
市
の
友
好
関
係
の
構
築
に
期
待
を
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
木
津
川
市
観
光
協
会
長
は
「
こ
れ
ま
で

か
ら
、
京
丹
後
市
へ
は
協
会
役
員
の
か
た
と
視
察

に
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
会
員
レ
ベ
ル
で
の
視
察

に
広
げ
て
い
き
た
い
。
木
津
川
市
に
は
、
浄
瑠
璃

寺
や
岩
船
寺
な
ど
、
国
内
有
数
の
寺
社
・
仏
閣
が

多
く
あ
る
の
で
、
木
津
川
市
に
来
て
い
た
だ
い
た

際
に
は
、
ぜ
ひ
観
光
の
案
内
も
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

ま
た
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
社
会
科
見
学

な
ど
、
両
市
で
お
互
い
に
、
頻
繁
に
行
き
来
で
き

る
関
係
に
な
れ
ば
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

平成20年2月 平成20年2月 

友
好
都
市
盟
約 

友
好
都
市
盟
約 



次代を担うみなさんに 
　　　将来への展望をうかがいました 
次代を担うみなさんに 
　　　将来への展望をうかがいました 

丹
後
の
特
色
を
活
か
し
た 

　
　
　
　
も
の
づ
く
り
の
将
来
を
展
望 

丹
後
の
特
色
を
活
か
し
た 

　
　
　
　
も
の
づ
く
り
の
将
来
を
展
望 

西馬ひかるさん 

大垣はるかさん 

め
ざ
す
は
レ
ス
リ
ン
グ
界
の
頂
点 

　
　
　
若
き
ア
ス
リ
ー
ト
が
羽
ば
た
く 

め
ざ
す
は
レ
ス
リ
ン
グ
界
の
頂
点 

　
　
　
若
き
ア
ス
リ
ー
ト
が
羽
ば
た
く 

め
ざ
す
は
レ
ス
リ
ン
グ
界
の
頂
点 

　
　
　
若
き
ア
ス
リ
ー
ト
が
羽
ば
た
く 

お二人の論文は、（社）京都工業会のホームページ（http://www.kyokogyo.or.jp/techno/51.cfm）からご覧いただけます。 

　
京
都
の
も
の
づ
く
り
に
お
け
る
技
術
・
人
材
育

成
な
ど
の
産
業
振
興
に
取
り
組
む
「
社
団
法
人
京

都
工
業
会
」
（
矢
嶋
英
敏
会
長
）
が
、
創
立
五
十

周
年
を
記
念
し
て
主
催
す
る
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
、

織
物
・
染
色
技
術
や
デ
ザ
イ
ン
史
な
ど
を
学
ぶ
峰

山
高
等
学
校
繊
維
デ
ザ
イ
ン
科
二
年
生
の
西
馬
ひ

か
る
さ
ん
（
与
謝
野
町
温
江
）
と
大
垣
は
る
か
さ

ん
（
峰
山
町
矢
田
）
が
「
高
校
の
部
」
で
、
最
優

秀
賞
と
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
「
モ
ノ
づ
く
り
の
未
来
を

拓
く
」
を
テ
ー
マ
に
社
会
人
か
ら
高
校
生
ま
で
を

対
象
に
広
く
募
集
。
西
馬
さ
ん
は
「
町
と
環
境
に

や
さ
し
い
モ
ノ
づ
く
り
」
と
題
し
、
丹
後
に
あ
ふ

れ
る
緑
を
守
り
続
け
る
た
め
、
「
田
舎
の
自
然
を

デ
ザ
イ
ン
し
、
統
一
感
の
あ
る
も
の
に
す
る
」
こ

と
を
テ
ー
マ
に
、
か
や
ぶ
き
屋
根
の
あ
る
地
域
の

デ
ザ
イ
ン
や
、
ご
み
を
出
さ
な
い
工
夫
、
廃
棄
物

を
商
品
と
し
て
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
こ
と
な
ど
、

環
境
保
護
を
題
材
と
し
た
も
の
づ
く
り
を
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
大
垣
さ
ん
は
「
地
元
を
活
性
化
さ
せ
る

プ
ラ
ン
」
と
題
し
、
丹
後
を
代
表
す
る
産
品
「
丹

後
ち
り
め
ん
」
が
抱
え
る
課
題
を
後
継
者
不
足
や

繊
維
関
連
業
の
減
少
な
ど
四
つ
に
分
析
。
そ
の
解

決
策
と
し
て
、
学
生
な
ど
若
い
世
代
が
和
装
に
親

し
む
機
会
を
増
や
す
こ
と
や
、
リ
サ
イ
ク
ル
繊
維

の
活
用
、
丹
後
ち
り
め
ん
の
新
た
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ン
の
世
界
中
か
ら
の
募
集
な
ど
を
提
案

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
お
二
人
に
今
後
や
り
た
い
こ
と
を
お
う
か
が
い

す
る
と
、
西
馬
さ
ん
は
「
ふ
る
さ
と
の
自
然
が
将

来
に
残
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
市
民
も
一
緒
に
、

環
境
問
題
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
廃
品

を
活
用
し
た
エ
コ
バ
ッ
ク
な
ど
の
作
品
を
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
多
く
の
人
に
紹
介
し
た
い
」。
ま
た
、

大
垣
さ
ん
は
「
も
の
づ
く
り
は
も
と
も
と
好
き
な

の
で
、
生
徒
の
手
で
学
校
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
つ

く
っ
て
み
た
い
。
ま
ち
の
中
に
も
、
学
生
の
作
品

が
商
品
な
ど
と
し
て
目
に
見
え
る
か
た
ち
で
出
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
も
の
づ
く
り
へ
の
関
心
や
地
域

と
の
つ
な
が
り
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
る
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
（財）
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
の
「
平
成
十
九

年
度
年
間
最
優
秀
選
手
（
高
校
生
の
部
）」
に
、

網
野
高
等
学
校
三
年
生
の
高
谷
惣
亮
選
手
と

同
校
三
年
生
の
三
村
冬
子
選
手
が
男
女
と
も

に
輝
き
ま
し
た
。 

　
高
谷
選
手
は
、
昨
年
の
全
国
高
校
選
抜
大

会
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
そ
し
て
第
六
十
二
回

国
民
体
育
大
会
「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」
の
少

年
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
七
四
㎏
級
で
そ
れ
ぞ
れ

優
勝
し
、
三
冠
を
達
成
。
ま
た
、
三
村
選
手

は
、
二
〇
〇
七
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
の
女

子
四
八
㎏
級
で
銀
メ
ダ
ル
に
輝
く
な
ど
、
そ

の
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
今
回
の
年
間
最

優
秀
選
手
に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

　
お
二
人
に
今
後
の
目
標
を
聞
く
と
、
高
谷

選
手
は
「
三
月
に
韓
国
で
あ
る
ア
ジ
ア
大
会

で
優
勝
で
き
れ
ば
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ

の
出
場
の
可
能
性
が
出
て
く
る
。
今
は
、
近

く
に
あ
る
大
き
な
大
会
を
一
つ
ひ
と
つ
優
勝

で
き
る
よ
う
練
習
に
励
ん
で
い
き
た
い
」
と

力
強
く
話
さ
れ
、
三
村
選
手
は
「
二
〇
一
二

年
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
標
に
、

天
皇
杯
全
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
で

上
位
を
走
る
伊
調
千
春
選
手
、
坂
本
真
喜
子

選
手
を
抜
け
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
」
と

抱
負
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

橋本伊津美さん 

　
全
国
の
定
時
制
通
信
制
の
高
等
学
校
に
通
う
生
徒
の
み
な
さ
ん

が
、
こ
れ
ま
で
の
学
生
生
活
で
得
た
体
験
や
感
動
を
発
表
す
る
「
全

国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
生
徒
生
活
体
験
発
表
大
会
」（
主
催
・

（財）
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
教
育
振
興
会
な
ど
）
が
十
一
月

二
十
四
日
、
東
京
都
立
新
宿
高
等
学
校
で
開
催
さ
れ
、
網
野
高
等

学
校
間
人
分
校
四
年
の
橋
本
伊
津
美
さ
ん
が
、
京
都
府
を
代
表
し

て
出
場
し
、
将
来
へ
の
力
強
い
志
を
発
表
さ
れ
、
文
部
科
学
省
初

等
中
等
教
育
局
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
大
会
は
、
学
校
生
活
の
中
で
経
験
し
た
こ
と
な
ど
を
発
表
し
、

多
く
の
人
に
感
動
と
励
ま
し
を
送
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
る

も
の
で
、
今
回
で
五
十
五
回
目
。
橋
本
さ
ん
は
、
各
都
道
府
県
の

代
表
選
考
を
兼
ね
る
京
都
府
大
会
で
最
優
秀
に
輝
き
、
全
国
大
会

へ
出
場
さ
れ
ま
し
た
。 

　
大
会
で
は
「
変
わ
ら
な
い
も
の
」
と
題
し
て
、
橋
本
さ
ん
が
こ

れ
ま
で
に
出
会
っ
た
か
け
が
え
の
な
い
恩
師
や
友
人
と
の
ふ
れ
あ

い
の
中
で
感
じ
た
こ
と
、
挑
戦
し
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
将
来
へ

の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
ま
で
の
心
の
支
え
と
な
り
、
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
す
希
望
や
勇
気
を
与
え
て
く
れ
た
か
た
へ
の
決
し

て
変
わ
る
こ
と
の
な
い
感
謝
の
気
持
ち
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
橋

本
さ
ん
は
「
自
分
自
身
の
学
生
生
活
へ
の
一
つ
の
区
切
り
と
し
て

挑
戦
し
ま
し
た
。
恩
師
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
か
た
ち
と
な
っ
た

こ
と
は
、
と
て
も
う
れ
し
い

で
す
。
ま
た
、
全
国
の
同
じ

悩
み
を
持
つ
後
輩
た
ち
の
励

み
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
柔

ら
か
い
言
葉
な
が
ら
も
、
し

っ
か
り
と
し
た
口
調
で
話
さ

れ
ま
し
た
。 

年間最優秀選手（高校生の部）に輝いた 

　　高谷惣亮選手（網野高校３年・左）と 

　　三村冬子選手（同校３年・右） 

　
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
が
行
う
「
青
年

海
外
協
力
隊
」
と
し
て
、
平
成
十
七
年
十
一
月
〜

昨
年
十
一
月
ま
で
の
二
年
間
、
エ
チ
オ
ピ
ア
へ
体

育
指
導
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
い
た
安
井
高
士
さ

ん
（
久
美
浜
町
畑
）
が
帰
国
さ
れ
ま
し
た
。 

　
安
井
さ
ん
は
、
京
都
府
立
与
謝
の
海
養
護
学
校

ま
た
京
都
暁
星
高
等
学
校
で
体
育
教
諭
と
し
て
勤

務
さ
れ
、
派
遣
先
の
エ
チ
オ
ピ
ア
首
都
ア
デ
ィ
ス
・

ア
ベ
バ
の
学
校
で
体
育
の
授
業
の
ほ
か
、
現
地
の

教
師
へ
の
講
習
会
な
ど
に
も
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
安
井
さ
ん
は
「
エ
チ
オ
ピ
ア
で
は
、
八
十
の
部

族
ご
と
に
固
有
の
踊
り
を
も
ち
、
体
操
に
も
活
か

せ
る
動
き
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
ほ
か
の
隊
員

と
と
も
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
体
操
を
完
成
さ
せ
て
き

ま
し
た
。
京
丹
後
市
の
国
際
交
流
の
推
進
に
向
け
て
、

で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
協
力
し
た
い
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。 

国
際
交
流
に
向
け
た
協
力 

国
際
交
流
に
向
け
た
協
力 

エチオピアでの貴重な経験と 

将来の国際交流へのご協力の意志を 

　　　お話いただいた安井高士さん 

平成20年2月 平成20年2月 

未
来
へ
の
躍
動 

未
来
へ
の
躍
動 



安心して 
子育てのできる 

環境の整備をめざし 

安心して 
子育てのできる 

環境の整備をめざし 

市立保育所の 
　再編を検討 
市立保育所の 
　再編を検討 

計画別 

野　間 

統廃合 

宇　川 

統廃合 

間　人 

移転など 

民間移管 

または委託 

幼　保 

一体化 

該当保育所 

野間分園 

（黒部保育所） 

上宇川保育所 

下宇川保育所 

間人保育所 

（豊栄保育所） 

市街地保育所 

２か所程度 

統合保育所など 

計画の目標年度 

おおむね 

平成20年度から 

おおむね 

平成21年度から 

平成22年度 

おおむね 

平成21年度以降 

おおむね 

平成22年度から 

おおむね 

平成21年度から 

具体的な内容など 

平成20年３月末に廃園を予定しています。現在通所

するお子さんは、平成20年４月から和田野保育所へ

通所いただきます。 

上宇川保育所の増築による統廃合を予定しています。

あわせて下宇川保育所の跡地利用について検討します。 

間人、豊栄保育所の統合（仮称・丹後保育所）を決定

しました。平成20年度に建設、平成21年４月に開所

を予定しています。 

社会福祉法人営化を具体的に検討する「保育事業者選

定委員会」を発足しました。同委員会は、顧問１人と

７人の委員で構成しています。 

平成21年４月に開設予定の丹後保育所（仮称）にお

いて、幼保一体化による運営を検討しています。 

●計画の進ちょく状況について 

丹
後
保
育
所
（
仮
称
）
な
ど 

市
内
の
各
保
育
所
の
再
編
が 

　
　
　
　
順
調
に
進
ち
ょ
く 

丹
後
保
育
所
（
仮
称
）
な
ど 

市
内
の
各
保
育
所
の
再
編
が 

　
　
　
　
順
調
に
進
ち
ょ
く 

民
営
化
に
向
け
た 

保
育
事
業
者
選
定
委
員
会 

　
　
　
　
　
新
た
に
発
足 

民
営
化
に
向
け
た 

保
育
事
業
者
選
定
委
員
会 

　
　
　
　
　
新
た
に
発
足 

　
現
在
、
市
内
の
市
立
保
育
所
は
、
旧

六
町
で
設
置
さ
れ
て
い
た
も
の
を
そ
の

ま
ま
引
き
継
い
だ
こ
と
に
よ
り
、
二
十

九
保
育
所
一
分
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
近
年
の
急
激
な
少

子
化
に
よ
り
、
一
部
の
保
育
所
で
は
小

規
模
化
が
進
ん
で
お
り
、
そ
の
一
方
で
、

休
日
・
延
長
保
育
を
は
じ
め
と
す
る
保

育
需
要
の
変
化
、
ま
た
施
設
の
老
朽
化

な
ど
へ
の
早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、
「
保
育

所
再
編
等
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
こ

れ
ま
で
の
間
、
保
護
者
の
か
た
や
地
域

住
民
の
み
な
さ
ん
と
の
十
分
な
意
見
交

換
を
幾
度
も
重
ね
、
保
育
所
の
再
編
な

ど
の
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

　
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
と
の
連
携

に
よ
り
、
同
計
画
に
掲
げ
る
う
ち
、
間

人
・
豊
栄
両
保
育
所
の
丹
後
保
育
所
（
仮

称
）
へ
の
統
合
を
は
じ
め
、
具
体
的
な

進
ち
ょ
く
状
況
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し

ま
す
。 

　
市
で
は
、
同
計
画
の
中
で
夜
間
・
休

日
保
育
な
ど
の
充
実
に
向
け
た
一
部
保

育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て
も
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
、
こ
の
保
育
所
民
営
化
に
つ

い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

す
る
中
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
指
針
）
を

策
定
。
民
営
化
の
手
法
と
し
て
、
施
設

な
ど
は
市
所
有
の
ま
ま
で
運
営
の
み
民

間
に
委
託
す
る
「
公
設
民
営
」
を
基
本

と
し
、
具
体
的
に
民
営
化
す
る
候
補
保

育
所
や
運
営
法
人
の
選
定
な
ど
の
検
討

を
進
め
る
た
め
、
学
識
経
験
者
や
社
会

福
祉
関
係
者
、
保
育
現
場
に
従
事
す
る

市
職
員
な
ど
で
構
成
す
る
「
京
丹
後
市

保
育
事
業
者
選
定
委
員
会
」
（
梅
田
耕

之
助
会
長
・
八
人
）
を
昨
年
十
二
月
に

設
立
し
ま
し
た
。 

　
今
後
、
同
委
員
会
で
は
、
年
度
内
を

目
標
に
、
お
お
む
ね
二
か
所
程
度
を
民

営
化
の
対
象
保
育
所
と
し
て
選
定
。
平

成
二
十
二
年
度
か
ら
の
民
営
化
に
向
け

て
、
慎
重
に
検
討
・
審
議
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。 

　
市
で
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
の
た
め
の
環
境
整
備
と
と

も
に
、
多
様
化
す
る
保
育
需
要
に
し
っ
か
り
と
対
応
す
る
た
め
、
平
成
十
八
年
に

「
保
育
所
再
編
等
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
地
域
特
性
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
保

護
者
の
か
た
や
地
域
の
み
な
さ
ん
と
の
話
し
合
い
を
重
ね
、
市
内
各
保
育
所
の
再

編
な
ど
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。 

市
で
は
、
市
民
起
点
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
う
え
で
の
基

本
的
な
考
え
方
や
大
切
に
し
た
い

こ
と
を
規
定
す
る
「
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
」
の
制
定
を
め
ざ
し
、

平
成
十
八
年
七
月
に
公
募
に
よ
る

市
民
の
み
な
さ
ん
（
高
校
生
を
含

む
）
に
よ
る
検
討
組
織
「
京
丹
後

市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
制
定

を
す
す
め
る
会
」を
立
ち
上
げ
、
同

会
の
主
体
的
な
活
動
を
核
に
、
市

と
の
協
働
に
よ
っ
て
策
定
作
業
を

進
め
て
き
ま
し
た
。 

同
会
で
は
こ
れ
ま
で
の
間
、
同

志
社
大
学
大
学
院
の
新
川
達
郎
教

授
の
ご
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
市

区
長
連
絡
協
議
会
を
は
じ
め
各
種

団
体
の
代
表
者
、
高
校
生
、
市
議

会
議
員
の
み
な
さ
ん
な
ど
と
の
意

見
交
換
や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
、
そ
の
中

で
の
ご
意
見
な
ど
を
も
と
に
検
討

を
重
ね
、
平
成
十
九
年
九
月
二
十

七
日
に
市
長
に
条
例
素
案
を
提
出

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

市
で
は
、
条
例
が
よ
り
市
民
の

み
な
さ
ん
の
も
の
と
な
る
よ
う
に
、

条
例
素
案
を
も
と
に
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
。
市
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な

ど
を
考
慮
し
て
検
討
を
重
ね
、
平

成
十
九
年
十
二
月
市
議
会
に
条
例

案
を
上
程
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

議
会
特
別
委
員
会
で
の
審
議
を
経

て
十
二
月
二
十
日
、
条
文
を
一
部

修
正
の
う
え
、
議
員
全
員
の
賛
成

に
よ
り
可
決
さ
れ
、
府
内
初
の
制

定
と
な
り
ま
し
た
。 

「
京
丹
後
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
」
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理

念
や
市
民
の
役
割
、
市
議
会
、
市

長
・
市
職
員
の
責
務
な
ど
十
一
章

三
十
二
条
に
わ
た
っ
て
規
定
さ
れ
、

平
成
二
十
年
四
月
一
日
に
施
行
と

な
り
ま
す
。 

本
条
例
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
市
民
の
み
な
さ
ん
と
議
会
、

行
政
が
意
識
し
て
行
動
す
る
こ
と

で
、
よ
り
よ
い
京
丹
後
市
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

な
お
、
同
条
例
の
具
体
的
な
内

容
に
つ
い
て
は
、
条
例
の
施
行
時

期
に
あ
わ
せ
て
別
途
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。 

市
民
が
進
め
る
ま
ち
づ
く
り

市
民
が
進
め
る
ま
ち
づ
く
り 

市
民
が
進
め
る
ま
ち
づ
く
り 

京
丹
後
市
議
会
基
本
条
例

京
丹
後
市
議
会
基
本
条
例 

京
丹
後
市
議
会
基
本
条
例 

　
京
丹
後
市
議
会
で
は
「
市
議
会

の
活
性
化
と
改
革
に
向
け
」
平
成

十
八
年
九
月
一
日
、
議
会
改
革
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
面
か
ら
市
議
会
に
関
す
る
検
討

を
行
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
よ
う
な
中
、
同
特
別
委
員

会
の
提
案
（
議
員
提
案
）
に
よ
り
、

平
成
十
九
年
十
二
月
定
例
市
議
会

に
お
い
て
、「
京
丹
後
市
議
会
基
本

条
例
」
を
上
程
。
十
二
月
二
十
日

に
議
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決

さ
れ
、
京
都
府
で
初
め
て
と
な
る

「
議
会
基
本
条
例
」
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。 

　「
京
丹
後
市
議
会
基
本
条
例
」
は
、

市
政
の
情
報
公
開
と
市
民
参
加
を

原
則
と
し
た
、
自
主
自
立
の
分
権

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
、
市
民
の
み

な
さ
ん
に
身
近
な
議
会
お
よ
び
議

員
の
活
動
の
活
性
化
と
充
実
の
た

め
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。 

　
同
特
別
委
員
会
で
は
、
平
成
十

九
年
七
月
か
ら
、「
議
員
の
役
割
と

任
務
に
つ
い
て
」
、
「
議
会
基
本
条

例
の
検
討
」
、
「
議
会
の
活
性
化
の

検
討
」
、
「
市
民
へ
の
わ
か
り
や
す

さ
と
市
民
参
画
の
検
討
」
、
「
基
本

事
項
の
検
討
」
の
五
項
目
に
つ
い

て
本
格
的
に
検
討
・
議
論
さ
れ
る

と
と
も
に
、
そ
の
検
討
結
果
を
盛

り
込
ん
だ
「
議
会
基
本
条
例
」
の

制
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
こ
ら

れ
ま
し
た
。 

　
条
例
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

京
丹
後
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

の
制
定
を
す
す
め
る
会
の
み
な
さ

ん
と
の
意
見
交
換
会
や
、「
議
会
基

本
条
例
（
案
）」
に
つ
い
て
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
検
討
を
さ
れ
ま
し
た
。

同
条
例
は
、「
市
民
と
議
会
の
関
係
」

や
「
市
長
等
執
行
機
関
と
議
会
及

び
議
員
の
関
係
」
な
ど
、
八
章
二

十
一
条
に
わ
た
り
規
定
さ
れ
て
お

り
、「
京
丹
後
市
ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
」
と
同
じ
く
、
平
成
二
十
年

四
月
一
日
に
施
行
と
な
り
ま
す
。 

４月１日から施行 ４月１日から施行 

議
員
提
案
に
よ
り
制
定

議
員
提
案
に
よ
り
制
定 

議
員
提
案
に
よ
り
制
定 

ともに 
府内初 
ともに 
府内初 

京
丹
後
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

京
丹
後
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例 

京
丹
後
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例 

まちづくりの両輪となる 
　　　２つの条例が制定 
まちづくりの両輪となる 
　　　２つの条例が制定 

平成20年2月 平成20年2月 

ま
ち
づ
く
り 

ま
ち
づ
く
り 



～市民のみなさんの視点から市の仕事を評価～ 

市の仕事「満足度」調査結果まとまる 
～市民のみなさんの視点から市の仕事を評価～ 

市の仕事「満足度」調査結果まとまる 
～市民のみなさんの視点から市の仕事を評価～ 

市の仕事「満足度」調査結果まとまる 

◆調査期間…平成19年８月17日～９月10日 
◆調査方法…郵送によるアンケート（無記名方式） 
◆調査事業…市が実施している731事業のうち、37事業（京丹後

市総合計画における37の計画項目の中から、項目ご
とにそれぞれ１事業ずつを選出） 

◆調査対象…無作為抽出の高校生以上の市民のみなさん3,200人 
（有効回答者数は1,151人、回収率は35.97％） 

◆調査内容…アンケートでは、37事業に対する個別の「必要性の
度合い」および「使った金額の度合い」を調査 

【回答の選択肢】 

市
で
は
、
行
政
運
営
を
進

め
る
中
で
「
事
務
事
業
評
価

制
度
」
を
導
入
し
、
市
が
行

っ
て
い
る
仕
事
（
事
務
・
事

業
）
に
つ
い
て
、
そ
の
実
施

内
容
を
評
価
・
検
証
し
、
改

善
や
見
直
し
に
結
び
つ
け
よ

う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

こ
の
事
務
事
業
評
価
に
お

い
て
、
貴
重
な
評
価
資
料
と

な
る
も
の
が
市
民
の
み
な
さ

ん
の
「
満
足
度
」
で
す
。
税

金
を
納
め
て
い
た
だ
い
て
い

る
市
民
の
み
な
さ
ん
の
視
点

か
ら
、「
市
の
仕
事
の
必
要
性
」

と
「
使
っ
た
金
額
の
度
合
い
」

を
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
事

務
事
業
評
価
に
反
映
す
る
こ

と
で
、
よ
り
満
足
度
の
高
い

市
政
運
営
を
め
ざ
す
た
め
、

市
で
は
、
市
の
仕
事
「
満
足

度
」
調
査
を
実
施
。
こ
の
度
、

そ
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
ま

し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

回答の平均値が「非常に必要」に

近いもの５事業 

道路橋梁の維持補修 

不法投棄防止の啓発と

不法投棄物の回収 

河川の維持管理 

乳幼児・児童（小学生）

の医療費の助成 

消防水利の整備 

3.33 

3.31 

3.31 

3.30 

3.28

事　業 ポイント 

ポイントの高かった事業 ポイントの高かった事業 ポイントの高かった事業 

回答の平均値が「あまり必要でない」

に近いもの５事業 

中国の亳州市（はくしゅう

し）との交流 

京都ファイアーバーズ支援・

連携たんご応援団への支援 

京丹後市総合サービス

株式会社の設立 

青少年の海外派遣 

八丁浜シーサイドパー

クの整備 

2.26 

 

2.27 

2.28 

2.41 

2.51

事　業 ポイント 

ポイントの低かった事業 ポイントの低かった事業 ポイントの低かった事業 

京丹後市総合サービス株式

会社の設立 

八丁浜シーサイドパークの

整備 

自治組織活動の支援 

京都ファイアーバーズ支援・

連携たんご応援団への支援 

中国の亳州市（はくしゅう

し）との交流 

2.22 

 

2.28 

2.30 

2.38 

 

2.40

事　業 ポイント 

ポイントの低かった事業 ポイントの低かった事業 ポイントの低かった事業 

回答の平均値が「使いすぎ」に近いもの５事業 

河川の維持管理 

不法投棄防止の啓発と

不法投棄物の回収 

道路橋梁の維持補修 

出産祝金の支給 

医療体制整備への支援 

3.31 

3.28 

3.20 

3.18 

3.16

事　業 ポイント 

ポイントの高かった事業 ポイントの高かった事業 ポイントの高かった事業 

回答の平均値が「もっと使うべき」

に近いもの５事業 
非常に必要…………４ポイント 
必要である…………３ポイント 
あまり必要でない…２ポイント 
必要でない…………１ポイント 
わからない…………０ポイント 

必要性の度合い 

もっと使うべき……４ポイント 
ちょうどよい………３ポイント 
使いすぎ……………２ポイント 
税金を使う必要なし…１ポイント 
わからない…………０ポイント 

使った金額の度合い 

「
必
要
性
の
度
合
い
」
の
分
析
（
要
旨
）

必
要
性
の
度
合
い
」
の
分
析
（
要
旨
） 

「
必
要
性
の
度
合
い
」
の
分
析
（
要
旨
）

必
要
性
の
度
合
い
」
の
分
析
（
要
旨
） 

「
必
要
性
の
度
合
い
」
の
分
析
（
要
旨
） 

「
使
っ
た
金
額
の
度
合
い
」
の
分
析
（
要
旨
）

使
っ
た
金
額
の
度
合
い
」
の
分
析
（
要
旨
） 

「
使
っ
た
金
額
の
度
合
い
」
の
分
析
（
要
旨
）

使
っ
た
金
額
の
度
合
い
」
の
分
析
（
要
旨
） 

「
使
っ
た
金
額
の
度
合
い
」
の
分
析
（
要
旨
） 

市
民
で
つ
く
る
第
九
コ
ン
サ
ー
ト

市
民
で
つ
く
る
第
九
コ
ン
サ
ー
ト 

市
民
で
つ
く
る
第
九
コ
ン
サ
ー
ト

市
民
で
つ
く
る
第
九
コ
ン
サ
ー
ト 

市
民
で
つ
く
る
第
九
コ
ン
サ
ー
ト 

「
歓
喜
の
歌
」

「
歓
喜
の
歌
」　
響
く

　
響
く 

「
歓
喜
の
歌
」

「
歓
喜
の
歌
」　
響
く

　
響
く 

「
歓
喜
の
歌
」　
響
く 

京
丹
後
の
文
化
に
新
た
な
一
ペ
ー
ジ

京
丹
後
の
文
化
に
新
た
な
一
ペ
ー
ジ 

京
丹
後
の
文
化
に
新
た
な
一
ペ
ー
ジ

京
丹
後
の
文
化
に
新
た
な
一
ペ
ー
ジ 

京
丹
後
の
文
化
に
新
た
な
一
ペ
ー
ジ 

満員の会場からは、惜しみない拍手が贈られました 

　
市
で
初
め
て
と
な
る
「
第
九
」

演
奏
会
、「
市
民
で
つ
く
る
第
九
コ

ン
サ
ー
ト
」（
主
催
・
京
丹
後
文
化

の
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
）
が

十
二
月
二
十
四
日
、
京
都
府
丹
後

文
化
会
館
（
峰
山
町
杉
谷
）
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
コ
ン
サ
ー
ト
は
「
丹
後
第
九
を

う
た
う
会
」（
岩
崎
晃
会
長
）
の
約

二
百
八
十
人
の
み
な
ん
さ
ん
が
、

大
友
直
人
さ
ん
指
揮

の
も
と
、
京
都
市
交

響
楽
団
お
よ
び
四
人

の
ソ
リ
ス
ト
（
独
唱

者
）
と
共
演
。
第
四

楽
章
で
合
唱
が
は
じ

ま
る
と
、
力
強
く
澄

ん
だ
歌
声
が
会
場
い

っ
ぱ
い
に
響
き
わ
た

り
、
約
八
百
五
十
人

の
聴
衆
は
、
そ
の
豊

潤
な
歌
声
に
聴
き
入

り
ま
し
た
。 

　
「
丹
後
第
九
を
う

た
う
会
」
は
、
文
化

を
通
し
て
市
民
が
一

体
と
な
り
、
文
化
の

薫
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
よ
う
と
結
成
さ

れ
た
「
京
丹
後
文
化

の
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
」（
片

山
茂
会
長
）
の
部
会
と
し
て
平
成

十
八
年
十
一
月
に
結
成
。
本
市
を

は
じ
め
与
謝
野
町
や
宮
津
市
、
豊

岡
市
な
ど
の
中
学
生
か
ら
八
十
歳

代
の
か
た
ま
で
、
約
三
百
八
十
人

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
同
会
は
、
成
毛
敦
さ
ん
（
加
悦

谷
高
等
学
校
合
唱
部
顧
問
）
を
中

心
と
し
た
丹
後
地
域
の
音
楽
指
導

者
の
か
た
に
よ
る
指
導
の
も
と
、「
歓

喜
の
歌
」
の
四
部
合
唱
に
原
語
（
ド

イ
ツ
語
）
で
挑
戦
。
約
一
年
間
に

わ
た
り
五
十
二
回
の
練
習
を
重
ね

ら
れ
ま
し
た
。
　 

　
合
唱
に
ソ
プ
ラ
ノ
の
担
当
と
し

て
参
加
さ
れ
た
山
本
洋
子
さ
ん
は
「
一

年
間
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

声
を
つ
く
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

辛
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

こ
ま
で
で
き
て
感
激
で
す
。
コ
ン

サ
ー
ト
に
携
わ
っ
た
す
べ
て
の
か

た
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
喜
び

を
語
ら
れ
ま
し
た
。 

  

「
必
要
性
の
度
合
い
」
の
調

査
で
は
、
「
道
路
橋
梁
の
維
持

補
修
」、「
河
川
の
維
持
管
理
」、

「
消
防
水
利
の
整
備
」
と
い
っ

た
、
主
に
土
木
分
野
の
維
持

補
修
な
ど
に
関
す
る
事
業
の

ポ
イ
ン
ト
が
高
く
、
市
内
に

お
い
て
も
度
々
発
生
し
て
い

る
災
害
へ
の
対
応
に
対
す
る

市
民
意
識
の
高
さ
が
表
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

一
方
で
、
「
中
国
の
亳
州
市

（
は
く
し
ゅ
う
し
）
と
の
交
流
」、

「
京
都
フ
ァ
イ
ア
ー
バ
ー
ズ
支

援
・
連
携
た
ん
ご
応
援
団
へ

の
支
援
」
、
「
青
少
年
の
海
外

派
遣
」
と
い
っ
た
国
内
外
と

の
交
流
・
連
携
な
ど
を
図
る

事
業
の
ポ
イ
ン
ト
が
低
く
、

こ
れ
ら
の
事
業
に
対
す
る
市

民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
意

見
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
事
業
に
参
加
し
た

人
数
が
限
ら
れ
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
中
で
の
事
業
効
果

の
広
が
り
が
困
難
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

年
齢
別
に
見
る
と
、
特
徴

的
な
の
は
、
六
十
歳
〜
六
十

九
歳
、
七
十
歳
以
上
の
そ
れ

ぞ
れ
の
世
代
に

お
い
て
、「
敬
老

会
の
開
催
」
の

ポ
イ
ン
ト
が
調

査
三
十
七
項
目

の
内
、
下
か
ら

五
番
目
と
低
く
、

敬
老
会
の
対
象

と
な
る
高
齢
者

の
か
た
自
身
が
、

事
業
の
必
要
性

を
あ
ま
り
感
じ

て
い
な
い
と
い

う
結
果
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、

二
十
歳
〜
二
十

九
歳
の
世
代
に

お
い
て
は
、「
求

人
情
報
の
提
供
」

の
ポ
イ
ン
ト
が

上
か
ら
三
番
目
と
高
く
、
若

い
世
代
が
京
丹
後
市
で
の
就

職
を
望
ん
で
お
ら
れ
る
と
推

測
さ
れ
る
結
果
に
な
り
ま
し
た
。 

        

 

「
使
っ
た
金
額
の
度
合
い
」

の
調
査
に
お
い
て
も
、
「
必
要

性
の
度
合
い
」
の
調
査
で
ポ

イ
ン
ト
の
高
か
っ
た
「
河
川

の
維
持
管
理
」
、
「
不
法
投
棄

防
止
の
啓
発
と
不
法
投
棄
物

の
回
収
」
、
「
道
路
橋
梁
の
維

持
補
修
」
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト

が
同
じ
よ
う
に
高
く
、
こ
れ

ら
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
多

く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が
、「
必

要
で
あ
り
、
税
金
を
も
っ
と

使
う
べ
き
で
あ
る
」
と
考
え

て
い
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
で
は
、
「
出
産

祝
金
の
支
給
」
の
ポ
イ
ン
ト

が
高
く
、
こ
の
事
業
は
、

支
給
対
象
の
拡
大
や
支
給

額
の
増
加
と
い
っ
た
子
育

て
に
か
か
る
経
済
的
支
援

の
充
実
を
望
む
ご
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。 

一
方
、
ポ
イ
ン
ト
の
低

か
っ
た
事
業
で
は
、
「
必

要
性
の
度
合
い
」
の
調
査

で
ポ
イ
ン
ト
の
低
か
っ
た

「
中
国
の
亳
州
市
（
は
く

し
ゅ
う
し
）
と
の
交
流
」

な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
が
、
同

じ
よ
う
に
低
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
年
齢
別
に
見

る
と
、
十
九
歳
以
下
の
世

代
に
お
い
て
は
、
「
中
国

の
亳
州
市
（
は
く
し
ゅ
う

し
）
と
の
交
流
」、
ま
た
「
青

少
年
の
海
外
派
遣
」
と
い

っ
た
国
際
交
流
事
業
に
対

す
る
ポ
イ
ン
ト
が
ほ
か
の

世
代
と
比
較
す
る
と
高
く
、

こ
れ
は
、
次
代
を
担
う
高
校

生
の
み
な
さ
ん
が
「
国
際
交

流
に
も
一
定
の
税
金
を
使
い
、

有
意
義
な
事
業
と
な
る
」
こ

と
を
望
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。 

  

市の仕事「満足度」調査結果は、各市民局の窓口に備え置くとともに、市のホームページ
（http://www.city.kyotango.kyoto.jp）からもご覧いただけます。 
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後期高齢者医療制度の保険料についてお知らせ 

公　費 

約５割 

後期高齢者医療制度の財源 

（医療機関などで支払う自己負担分を除く） 

平
成
二
十
年
四
月
か
ら
、
現
行
の
「
老
人
保
健

制
度
」
に
か
わ
っ
て
、
新
た
に
七
十
五
歳
以
上
の

高
齢
者
の
か
た
と
、
一
定
の
障
害
の
あ
る
六
十
五

歳
〜
七
十
四
歳
ま
で
の
か
た
を
対
象
と
し
た
「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
創
設
さ
れ
ま
す
。 

お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
と
き
の
医
療
費
の
負

担
割
合
や
、
医
療
の
給
付
の
内
容
は
、
老
人
保
健

と
同
じ
で
す
が
、
国
民
健
康
保
険
や
会
社
の
健
康

保
険
組
合
な
ど
の
医
療
保
険
を
脱
退
し
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
新
た
に
加
入
し
、
一
人
ひ
と
り

が
保
険
料
を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

（
た
だ
し
、
世
帯
主
の
か
た
は
国
民
健
康
保
険
税

に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
納
付
義
務
者

と
な
り
ま
す
） 

同
制
度
の
運
営
は
、
京
都
府
内
の
す
べ
て
の
市

町
村
が
加
入
す
る
「
京
都
府
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
」
が
行
い
ま
す
。 

後
期
高
齢
者
の
か
た
の
医
療
費
の
う
ち
、
加
入

す
る
み
な
さ
ん
が
医
療
機
関
で
お
支
払
い
い
た
だ

く
窓
口
負
担
を
除
い
た
分
を
、
公
費
（
国
・
府
・

市
）
で
約
五
割
を
、
現
役
世
代
か
ら
の
支
援
（
七

十
五
歳
未
満
の
か
た
の
保
険
料
）
で
約
四
割
を
負

担
し
、
残
り
の
約
一
割
を
加
入
す
る
み
な
さ
ん
に

納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料
で
負
担
し
ま
す
。 

大
切
な
医
療
費
の
財
源
と
な
り
ま
す
の
で
、
必

ず
納
め
ま
し
ょ
う
。 

加
入
す
る
み
な
さ
ん
全
員
が
均
等
に
負
担
す
る

「
均
等
割
額
」
と
、
み
な
さ
ん
の
所
得
に
応
じ
て

負
担
す
る
「
所
得
割
額
」
の
合
計
と
な
り
ま
す
。 

京
都
府
内
で
は
「
保
険
料
率
」（
均
等
割
額
と
所

得
割
率
）
は
原
則
と
し
て
同
じ
で
す
が
、
京
丹
後

市
は
、
一
人
あ
た
り
の
医
療
費
が
京
都
府
内
の
平

均
よ
り
一
定
割
合
以
上
低
い
た
め
、
六
年
間
は
一

定
の
減
額
措
置
が
あ
り
ま
す
。 

一
、
前
年
中
の
所
得
が
一
定
以
下
の
世
帯
の
か
た

は
、
保
険
料
の
「
均
等
割
額
」
を
世
帯
の
所
得
に

応
じ
て
、
七
割
・
五
割
・
二
割
軽
減
し
ま
す
。 

※
軽
減
割
合
は
、
世
帯
（
被
保
険
者
お
よ
び
世
帯

主
）
の
総
所
得
金
額
な
ど
が
、
次
の
金
額
以
下
の

か
た
が
対
象
と
な
り
ま
す
。 

●
七
割
軽
減
…
三
十
三
万
円
を
超
え
な
い
世
帯 

●
五
割
軽
減
…
三
十
三
万
円
に
二
十
四
万
五
千
円

×
世
帯
の
被
保
険
者
数
（
被
保
険
者
で
あ
る
世

帯
主
は
除
く
）
を
加
算
し
た
金
額
を
超
え
な
い

世
帯 

●
二
割
軽
減
…
三
十
三
万
円
に
三
十
五
万
円
×
世

帯
の
被
保
険
者
数
を
加
算
し
た
金
額
を
超
え
な

い
世
帯 

二
、
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
だ
っ
た

か
た
は
、
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
九
月
ま
で
は
保

険
料
が
免
除
さ
れ
、
十
月
か
ら
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
二
十
一
年
三
月
ま
で
は
、

「
均
等
割
額
」
が
九
割
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。
（
所
得

割
は
か
か
り
ま
せ
ん
） 

ま
た
、
被
保
険
者
に
な
っ
て
か
ら
数
え
て
二
年

間
は
、「
均
等
割
額
」
が
五
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。（
所

得
割
は
か
か
り
ま
せ
ん
） 

※
対
象
に
な
る
か
た
は
… 

●
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
に
会
社
の
健
康
保

険
な
ど
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
か
た 

●
平
成
二
十
年
四
月
一
日
以
降
に
七
十
五
歳
に
な

っ
た
か
た
で
、
誕
生
日
の
前
日
に
会
社
の
健
康

保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
か
た 

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
） 

年
金
が
年
額
十
八
万
円
以
上
の
か
た
で
、
国
民

健
康
保
険
ま
た
は
国
民
健
康
保
険
組
合
の
医
療
保

険
に
ご
加
入
の
か
た 

保
険
料
の
納
め
方 

保
険
料
の
納
め
方 

保
険
料
が
減
額
さ
れ
る
場
合 

保
険
料
が
減
額
さ
れ
る
場
合 

保
険
料
の
算
出
方
法
は
… 

保
険
料
の
算
出
方
法
は
… 

保
険
料
は
、
医
療
費
の
大
切
な
財
源
で
す 

保
険
料
は
、
医
療
費
の
大
切
な
財
源
で
す 

平
成
二
十
年
四
月
か
ら
の 

保
険
料
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す 

平
成
二
十
年
四
月
か
ら
の 

保
険
料
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す 

後期高齢者医療制度の保険料についてお知らせ 後期高齢者医療制度の保険料についてお知らせ 

75歳以上のかた 
一定の障害のあると認定された65歳以上のかた 
75歳以上のかた 
一定の障害のあると認定された65歳以上のかた 

約１割 

約４割 

六
十
五
歳
〜
七
十
四
歳
の
か
た
で 

障
害
認
定
を
受
け
て
、
老
人
保
険
の 

医
療
証
を
お
持
ち
の
か
た
は
… 

六
十
五
歳
〜
七
十
四
歳
の
か
た
で 

障
害
認
定
を
受
け
て
、
老
人
保
険
の 

医
療
証
を
お
持
ち
の
か
た
は
… 

後期高齢者医療
制度に加入する
かたの保険料 

75歳未満のかたが

支払う保険料から

の支出 

○
年
六
回
の
年
金
定
期
払
い
の
際
に
、
年
金

の
受
給
額
か
ら
保
険
料
が
あ
ら
か
じ
め
差

し
引
か
れ
ま
す
。 

○
前
年
の
所
得
が
確
定
す
る
ま
で
は
、
仮
算

定
さ
れ
た
保
険
料
を
納
め
ま
す
。 

○
前
年
の
所
得
が
確
定
後
は
、
年
間
保
険
料

額
か
ら
仮
徴
収
分
を
差
し
引
い
た
額
を
三

期
に
分
け
て
納
め
ま
す
。 

○
平
成
二
十
年
四
月
に
保
険
料
決
定
通
知
書

（
仮
徴
収
分
）
を
送
付
し
ま
す
。 

普
通
徴
収
（
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ず
、

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
め
ま
す
） 

　
次
の
か
た
は
、
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。 

一
、
年
金
額
が
年
額
十
八
万
円
未
満
の
か
た 

二
、
介
護
保
険
料
と
あ
わ
せ
た
金
額
が
、
年

金
額
の
二
分
の
一
を
超
え
る
か
た 

三
、
会
社
の
健
康
保
険
組
合
な
ど
の
被
保
険

者
の
か
た
（
平
成
二
十
年
九
月
ま
で
） 

○
京
丹
後
市
が
送
り
ま
す
納
付
書
に
よ
り
、

納
期
内
に
指
定
さ
れ
た
金
融
機
関
で
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

○
口
座
振
替
で
も
納
め
ら
れ
ま
す
。
（
金
融

機
関
で
手
続
き
が
必
要
で
す
） 

　
平
成
二
十
年
四
月
時
点
に
お
い
て
、
六
十

五
歳
〜
七
十
四
歳
の
か
た
で
、
一
定
の
障
害

の
あ
る
か
た
の
う
ち
、
現
在
、
老
人
保
険
法

の
適
用
を
受
け
て
お
ら
れ
る
か
た
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
せ
ず
に
、
現
在
、

ご
自
身
が
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
（
国
民

健
康
保
険
や
社
会
保
険
な
ど
）
で
医
療
を
受

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
そ
の
場
合
は
ご
自
身
で
、
老
人

保
険
法
の
障
害
認
定
の
撤
回
の
意
思
表
示
を

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
該
当
の
か
た
に
は
、
市
か
ら
個
別
に
通
知

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

詳しくは、医療保険課（

69－0220）または京都府

後期高齢者医療広域連合（京

都市下京区烏丸通四条下ル

水銀屋町620番地ＣＯＣＯ

Ｎ烏丸5階・ 075－344－

1202）へ、お

問い合わせ

ください。 

※収入が年金だけのかたについては、年収が153万

円以下の場合、所得割は課せられません。 

※保険料は年額50万円が上限です。 

※均等割と所得割率は、２年ごとに広域連合で見直

されます。 

※府内統一の保険料は、均等割額が45,250円、所得

割率は8.32％で計算されます。 

京丹後市における京丹後市における

年金額 

所得割額 

軽減後の均等割額 

均等割の軽減割合 

保険料総額 

（月額） 

120万円 

０ 

11,895 

７割軽減 

11,895 

991

160万円 

5,103 

11,895 

７割軽減 

16,998 

1,417

180万円 

19,683 

31,720 

２割軽減 

51,403 

4,284

200万円 

34,263 

31,720 

２割軽減 

65,983 

5,499

220万円 

48,843 

39,650 

軽減なし 

88,493 

7,374

240万円 

63,423 

39,650 

軽減なし 

103,073 

8,589

300万円 

107,163 

39,650 

軽減なし 

146,813 

12,234

　　　　夫（妻） 

年金額　妻（夫） 

　　　　合計 

均等割の軽減割合 

　　　　所得割額 

夫（妻）均等割額 

　　　　合計 

　　　　所得割額 

妻（夫）均等割額 

　　　　合計 

世帯の保険料総額 

（月額） 

120万円 

70万円 

190万円 

７割軽減 

0 

11,895 

11,895 

0 

11,895 

11,895 

23,790 

1,983

160万円 

70万円 

230万円 

７割軽減 

5,103 

11,895 

16,998 

0 

11,895 

11,895 

28,893 

2,408

180万円 

70万円 

250万円 

５割軽減 

19,683 

19,825 

39,508 

0 

19,825 

19,825 

59,333 

4,944

200万円 

70万円 

270万円 

２割軽減 

34,263 

31,720 

65,983 

0 

31,720 

31,720 

97,703 

8,142

220万円 

70万円 

290万円 

２割軽減 

48,843 

31,720 

80,563 

0 

31,720 

31,720 

112,283 

9,357

240万円 

70万円 

310万円 

軽減なし 

63,423 

39,650 

103,073 

0 

39,650 

39,650 

142,723 

11,894

300万円 

70万円 

370万円 

軽減なし 

107,163 

39,650 

146,813 

0 

39,650 

39,650 

186,463 

15,539

●75歳以上の単身世帯 

●75歳以上の夫婦２人世帯 

（単位：円） 

（単位：円） 

年金収入による年間保険料試算例 年金収入による年間保険料試算例 

＋ ＝ 
１人あたりの 

保険料 

均等割額 

39,650円 

所得割額 

収入から公的年金控除（120万

円）と基礎控除（33万円）を

差し引いた後の総所得 

所得割率 

7.29％ 
× 

※国において、後期高齢者制度の改正が一部検討されているため、内容については今後変更される場合があります。 ※国において、後期高齢者制度の改正が一部検討されているため、内容については今後変更される場合があります。 

平成20年2月 平成20年2月 

医
　
　
　
療 



メタボリックシンドロームに着目 

健診結果に応じた「保健指導」を受けていただきます 

いつまでも健康な毎日を過ごすために 

平成20年度から、 
　新しい「健診制度」が始まります 
平成20年度から、 
　新しい「健診制度」がはじまります 
平成20年度から、 
　新しい「健診制度」がはじまります 

75歳未満のかたについては、 
「保健指導」をお受けいただくことが前提の健診です 
75歳未満のかたについては、 
「保健指導」をお受けいただくことが前提の健診です 
75歳未満のかたについては、 
「保健指導」をお受けいただくことが前提の健診です 

　4月から特定健康診査（以下、「特定健診」といいます）・特定保健指導（以下、「保健指導」といいます）と

いう新しい制度がスタートすることについて、本紙１月号でお知らせしました。今回は、健診を受ける際の注

意事項などをご紹介します。 

 より効果的な保健指導を実施するために、健診の結果によって3つのクラスに分けて保健指導を行います 。  より効果的な保健指導を実施するために、健診の結果によって3つのクラスに分けて保健指導を行います 。 

変更点① 

変更点② 

生活習慣病は主に、肥満症、高血圧症、脂
質異常（高脂血症）、糖尿病などの疾患があり、進
行すると、動脈硬化を引き起こし、心筋こうそく
などの心臓病や脳卒中へと移行する可能性が高く
なります。この生活習慣病の引き金となっている
状態をメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群・

以下、「メタボ」といいます）といいます。健康管
理に気を配り、生活習慣病の前段階である「メタボ」
を予防・改善しようというのが、新しい「特定健診」
＋「保健指導」の制度です。 
 市が実施する健診を受診された場合、次のとお
り健診結果の受け取り方法が異なります。 

すべての健診受診者に健診結果と同時に、一人ひとりに合った健康づくりのための

情報提供をします。 

個別面接で生活習慣改善のアドバイスを行い、約半年後に実施状況を確認します。 

個別面接などで具体的なアドバイスを行います。また、健康に関する教室の開催や

3か月以上の継続的・定期的な支援を行い、約半年後に実施状況を確認します。 

①メタボ情報提供クラス 

②メタボ生活改善クラス 

③メタボ積極的改善クラス 

③
血
圧

③
血
圧 

③
血
圧 

収縮期血圧130mmHg以上、 
または 
拡張期血圧85mmHg以上、 
または 
薬剤治療を受けている。 

④
喫
煙
歴
あ
り

喫
煙
歴
あ
り 

④
喫
煙
歴
あ
り 

①～③のリスクが１つ以上の

場合はカウントする。 

追加リスク１以上追加リスク１以上 追加リスク１以上 

メタボ生活改善クラス 

追加リスク　ゼロ 追加リスク　ゼロ 

メタボ情報提供クラス 

追加リスク２以上 追加リスク２以上 

メタボ積極的改善クラス 

追加リスク１または２ 追加リスク１または２ 
メタボ生活改善クラス 

メタボ情報提供クラス 

追加リスク　ゼロ 追加リスク　ゼロ 

追加リスク３以上追加リスク３以上 追加リスク３以上 

メタボ積極的改善クラス 

対象外など 対象外など 

・服薬中のかた（質問票などで把握）は、医療保険者による保健指導の対象とはなりません。 
・65歳～74歳のかたは、メタボ積極的改善クラスの対象となった場合でも、メタボ生活改善クラスとなります。 

わたしはどの
 

クラスになる
の 

わたしはどの
 

クラスになる
の 

わたしはどの
 

クラスになる
の 

ご加入の医療保険によって受診方法が異なります 

腹囲とBMIで内臓
脂肪蓄積のリスク
（危険性）を判定 １ 

ステップ 腹囲とBMIで内臓
脂肪蓄積のリスク
（危険性）を判定 １ 

ステップ 
検査結果、質問票によ
りリスクをカウント ２ 

ステップ 
検査結果、質問票によ
りリスクをカウント ２ 

ステップ ステップ１、２から保健指導の対
象をグループ分けします ３ 

ステップ ステップ１、２から保健指導の対
象をグループ分けします ３ 

ステップ 

ステップ１で 

②に該当するかたで、 

ステップ２の 

①～④のうち 

ステップ１で 

③に該当するかた 

※BMIとは 

　体重（kg）÷身長（m）÷身長（m） 

　で算出される体重の指標です。 

男性　85cm以上 
女性　90cm以上 

①
腹
囲

①
腹
囲 

①
腹
囲 

①
血
糖

①
血
糖 

①
血
糖 

空腹時血糖100mg/dl以上、 
または 
ヘモグロビンA1c5.2%以上、 
または 
薬剤治療を受けている。 

②
脂
質

②
脂
質 

②
脂
質 

中性脂肪150mg/dl以上、 
または 
HDLコレステロール40mg/dl未満、 
または 
薬剤治療を受けている。 

腹囲が 
男性　85cm未満 
女性　90cm未満 

で 
BMIが25以上 

②
Ｂ
Ｍ
Ｉ

②
Ｂ
Ｍ
Ｉ 

②
Ｂ
Ｍ
Ｉ 

③ ③ ① ②以外の人 

ステップ１で 

①に該当するかたで、 

ステップ２の 

①～④のうち 

メタボ情報提供クラス 

＋ 

「保健指導」には、健診結果に応じた段階があります 「保健指導」には、健診結果に応じた段階があります 「保健指導」には、健診結果に応じた段階があります 

京丹後市が実施する「特定健診」と「保健指導」 京丹後市が実施する「特定健診」と「保健指導」 京丹後市が実施する「特定健診」と「保健指導」 

※市以外が実施する健診を受診された場合は、ご加入の医療保険者から結果が通知されます。（通知方法
は医療保険により異なります） 

市が実施する健診を受診された場合の「健診結果受け取り方法」 

20～39歳 

 

 

40～74歳 

健診受診方法 

上記以外の医療保険（健

康保険組合、政府管掌保

険組合、共済組合など）に

加入されているかたおよ

びその扶養家族のかた 

医療保険 

国民健康保険に加入されているかた 

（20～74歳までのかた） 

後期高齢者医療保険に加入されているかた 

（「75歳以上のかた」および「一定の
障害のある65～74歳のかた」） 

これまでどおり公民館などでお受け取りいただきます。結果に応

じて、市が実施する保健指導を受けていただく必要があります。 

ご本人へ個別に郵送します。公民館などにお越しいただく必要は

ありません。 

20～74歳のかた（後期高齢者医療保険に加入

されている65～74歳のかたを除きます） 

後期高齢者医療保険に加入されているかた 

「特定健診」を受診されると、メタボの予防・
改善に役立つ情報提供や、健康教室への参加、専
門家からのアドバイスなどの支援が受けられます。
これを「保健指導」といいます。「特定健診」は、

この「保健指導」をあわせて受けることが前提に
なりますので、健診の結果について説明を受け、
またメタボの予防や改善に向けて積極的に取り組
んでいただきます。 

（追加リスク） （追加リスク） 

　特定健診は、加入されている医療保険者

が実施することになります。例えば、国民

健康保険に加入されているかたは国保（市）が実施

する健診を、また社会保険に加入されているかた

やその扶養家族のかたは、ご加入の医療保険者が

実施する健診を受けていただくことになります。（職

場で健診が実施される場合は、そちらを受診して

ください） 

ここが 変わります 

 

これまでどおり市が実施する健診を地元の公民館などでお受けいた

だけます。（事前に市が健診の申込書を送付します） 

 

職場健診を受けられないかたは、市が実施する健診をお受けいただ

けます。（事前に市が健診の申込書を送付します） 

被保険者のかたは雇用主が実施する健診を、被扶養者のか

たは加入されている医療保険者が実施する健診をお受けい

ただくことになります。雇用主などから「特定健康診査受診

券」が発行されますので、指定の医療機関や健診機関で健診をお

受けください。（市からの通知はありません） 

平成20年2月 平成20年2月 

健
康
づ
く
り 

健
康
づ
く
り 



大
宮
町 

　
市
政
懇
談
会 

大
宮
町 

　
市
政
懇
談
会 

峰
山
町 

　
市
政
懇
談
会 

峰
山
町 

　
市
政
懇
談
会 

弥
栄
町 

　
市
政
懇
談
会 

弥
栄
町 

　
市
政
懇
談
会 

　市では、市民のみなさんの市政への参画を推進しようと、市

長をはじめ、市幹部職員などが地域へ出向き、住民のみなさん

と直接、地域の課題などについて、懇談する「市政懇談会」を

市民局単位で、年２回開催しています。 

　昨年５月～８月にかけて開催しました第１回目の市政懇談会

に続き、10月～11月の期間で、第２回目の懇談会を開催しまし

たので、主なご意見などをご紹介いたします。 

「
市
道
余
ル
部
線
」
と
「
府
道
河
辺
二

箇
線
」
、
「
市
道
口
大
野
姫
御
前
線
」
の

交
差
点
は
変
則
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

善
王
寺
地
区
か
ら
小
学
校
や
中
学
校
へ
通
う
子

ど
も
が
多
い
中
、
登
下
校
時
の
車
両
通
行
が
非

常
に
多
い
こ
と
か
ら
、
現
状
は
極
め
て
危
険
な

状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
同
交
差
点
の
周
辺
に

は
、
以
前
に
府
営
住
宅
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現

在
す
べ
て
撤
去
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
住
宅
の

敷
地
は
市
有
地
で
あ
る
と
聞
い
て
お
り
、
歩
道

の
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。 

同
市
道
へ
の
歩
道
整
備
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
地
区
か
ら
要
望
書
も
い
た
だ
い

て
お
り
、
善
王
寺
区
か
ら
の
地
区
要
望
の
中
で

は
第
一
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
現
在
、
歩

道
整
備
の
た
め
の
調
査
費
を
平
成
二
十
年
度
予

算
へ
計
上
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
同
時
に
小
学
校
へ
通
学
す
る
子
ど
も

た
ち
が
信
号
待
ち
の
た
め
、
立
ち
止
ま
ら
な
く

て
は
な
ら
な
い
交
差
点
部
分
が
非
常
に
危
険
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
交
差
点
の
改
良
工
事
を
で
き

る
限
り
早
期
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

善
王
寺
公
民
館
は
、
建
設
か
ら
約
八
十

年
を
経
過
し
、
老
朽
化
が
目
立
ち
ま
す
。

平
成
十
九
年
三
月
の
能
登
半
島
地
震
の
と
き
も

建
物
自
体
が
か
な
り
揺
れ
ま
し
た
。 

　
公
民
館
に
隣
接
す
る
保
育
所
の
大
宮
北
保
育

所
へ
の
統
合
の
計
画
を
聞
く
中
、
地
域
で
は
保

育
所
跡
地
へ
の
公
民
館
建
て
替
え
を
相
談
し
て

お
り
、
保
育
所
統
廃
合
に
つ
い
て
、
市
で
は
ど

の
よ
う
な
検
討
を
さ
れ
て
い
る
の
か
お
聞
き
し

た
い
。 公

民
館
の
建
て
替
え
は
、
市
全
体
で
漸

次
進
め
て
お
り
、
善
王
寺
公
民
館
も
含

め
、
現
在
七
件
の
建
て
替
え
の
要
望
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

　
善
王
寺
公
民
館
に
隣
接
す
る
保
育
所
跡
地
へ

の
建
て
替
え
を
希
望
と
の
こ
と
で
す
が
、
現
在
、

お
お
む
ね
平
成
二
十
年
度
〜
二
十
三
年
度
に
保

育
所
再
編
を
予
定
し
て
お
り
、
順
調
に
計
画
が

進
め
ば
、
平
成
二
十
三
年
度
〜
二
十
四
年
度
に

大
宮
北
保
育
所
へ
再
編
と
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 

 

国
道
三
一
二
号
と
「
市
道
大
ボ
ヘ
古
川

線
」
と
の
交
差
点
に
つ
い
て
、
国
道
の

交
通
量
が
多
い
こ
と
か
ら
、
市
道
側
か
ら
国
道

へ
の
進
入
が
た
い
へ
ん
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
道
西
側
に
は
福
祉
施
設
が
あ
り
、
ま
た
国
道

　 

を
挟
ん
で
反
対
側
の
農
地
ま
で
農
業
用
機
械
で

国
道
を
横
断
す
る
必
要
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
同

交
差
点
へ
の
信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て
も
ご
検

討
い
た
だ
き
た
い
。 

同
交
差
点
へ
の
信
号
機
の
設
置
は
、
国

道
の
交
通
量
の
多
さ
か
ら
、
市
と
し
て

も
懸
案
事
項
と
し
て
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
信

号
機
の
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
国
道
か
ら
市
道

へ
右
折
す
る
た
め
の
右
折
レ
ー
ン
が
必
要
で
あ

り
、
ま
た
「
市
道
大
ボ
ヘ
古
川
線
」
が
狭
小
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
同
市
道
の
拡
幅
も
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

引
き
続
き
、
京
都
府
な
ど
へ
要
望
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

大
宮
・
峰
山
の
下
水
道
事
業
に
関
し
て
、

荒
山
地
区
で
も
一
部
を
除
い
て
供
用
開

始
と
な
っ
て
い
ま
す
。
普
及
率
は
上
が
っ
て
い

ま
す
が
、
下
水
道
へ
の
加
入
率
が
高
い
も
の
と

な
っ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
て
お
り
、
下
水
道

事
業
特
別
会
計
の
収
支
の
悪
化
は
、
利
用
料
金

の
値
上
げ
や
市
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
な

ど
、
市
民
へ
の
負
担
増
大
に
な
る
の
で
は
と
心

配
し
て
い
ま
す
。 

下
水
道
へ
の
加
入
を
進
め
る
こ
と
は
、

非
常
に
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
財
政
上

の
問
題
か
ら
も
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
峰
山
町
の
加
入
率
は
、
平
成
十
四
年
ご
ろ
は

一
五
・
八
㌫
で
し
た
が
、
現
在
、
四
〇
・
三
㌫

ま
で
上
が
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
下
水
道
整

備
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
下
水
道
へ
の

加
入
率
の
引
き
上
げ
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信
機
の
配
備

は
、
住
民
登
録
の
あ
る
世
帯
に
一
台
ず

つ
無
償
貸
与
す
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
仕
事

の
都
合
で
市
内
に
居
所
の
あ
る
か
た
や
、
同
一

世
帯
で
あ
っ
て
も
、
隠
居
な
ど
若
い
世
代
と
生

活
空
間
を
別
に
す
る
家
が
多
く
あ
る
状
況
で
す
。 

　
市
が
提
示
す
る
二
台
目
以
降
の
受
信
機
の
購

入
価
格
は
た
い
へ
ん
高
価
で
あ
り
、
ぜ
ひ
と
も

買
い
取
り
し
や
す
い
価
格
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。 

事
実
上
、
市
内
へ
の
居
住
の
実
態
が
認

め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
防
災
上
の
観
点

か
ら
配
慮
が
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
他
方
で
、
実
際
の
運
用
・
管
理
と
し
て
、
市

が
個
々
の
生
活
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
区
長
さ
ん
へ
判
断
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と
も
難

し
い
と
思
う
の
で
、
原
則
と
し
て
住
民
登
録
に

よ
り
判
断
を
す
る
よ
り
ほ
か
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
二
台
目
以
降
の
受
信
機
の
買
い
取
り
価

格
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
か
た
か
ら
ご
意
見
を

い
た
だ
い
て
お
り
、
少
し
で
も
安
価
と
な
る
よ

う
に
取
り
扱
い
業
者
と
折
衝
す
る
な
ど
、
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

国
道
四
八
二
号
と
「
府
道
井
辺
平
線
」

の
交
差
点
か
ら
間
人
方
面
へ
か
け
て
の

一
帯
は
、
こ
れ
ま
で
か
ら
大
雨
の
と
き
な
ど
、

何
度
も
浸
水
し
て
い
ま
す
。
道
路
の
高
さ
を
上

げ
る
工
事
だ
け
で
は
根
本
的
解
決
と
は
な
ら
ず
、

成
願
寺
井
堰
を
撤
去
す
る
こ
と
で
、
竹
野
川
の

水
位
を
下
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

井
堰
を
撤
去
し
た
場
合
の
河
川
の
堤
防
へ
の
影

響
や
、
護
岸
工
事
の
必
要
な
ど
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
水
害
の
な
い
竹
野
川
流
域
を
つ
く
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。 

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
井
堰
の
撤
去
は
、
上
流
地
域
の
治
水
と
、
下

流
地
域
の
利
水
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
成
願
寺

井
堰
を
は
じ
め
、
竹
野
川
流
域
の
多
く
の
井
堰

が
有
機
的
に
つ
な
が
る
中
で
機
能
し
て
お
り
、

そ
の
調
整
は
非
常
に
難
し
い
状
況
で
す
。 

　
ま
た
、
竹
野
川
の
下
流
部
が
な
だ
ら
か
な
こ

と
か
ら
、
海
の
水
位
と
の
関
係
で
、
少
し
の
浚

渫
（
し
ゅ
ん
せ
つ
・
川
底
の
土
砂
な
ど
を
撤
去

す
る
こ
と
）
工
事
で
は
、
有
効
な
手
段
と
な
ら

ず
、
抜
本
的
な
問
題
解
決
の
た
め
に
は
、
河
口

も
含
め
た
河
川
の
拡
幅
が
必
要
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
河
川
管
理
者
の
京
都
府
で
は
、
竹
野
川

の
改
修
整
備
計
画
の
策
定
に
向
け
動
き
出
し
て

い
ま
す
が
、
事
業
化
ま
で
に
は
い
た
っ
て
い
ま

せ
ん
。
今
後
も
早
期
の
計
画
策
定
に
向
け
、
引

き
続
き
京
都
府
へ
の
要
望
を
強
め
る
と
と
も
に
、

地
域
ご
と
に
ど
の
よ
う
な
対
応
が
で
き
る
の
か
、

京
都
府
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
懸
命
に
検
討

し
て
い
き
ま
す
。 

地区の強い要望により、

「府道間人大宮線」の峰

山町内記地内の交差点へ

新たに設置されたセンサ

ー式の信号機 

１月16日から点灯されて

います（写真＝丹波小学

校から下校途中の児童た

ち） 

市民のみなさんと地域で懇談 市民のみなさんと地域で懇談 

ど真ん中 ど真ん中 市民 市民 

建物の老朽化により 

建て替えが要望されている 

善王寺公民館 

平成20年2月 平成20年2月 

市

民

参

画 

市

民

参

画 



網
野
町 

　
市
政
懇
談
会 

網
野
町 

　
市
政
懇
談
会 

久
美
浜
町 

　
市
政
懇
談
会 

久
美
浜
町 

　
市
政
懇
談
会 

丹
後
町 

　
市
政
懇
談
会 

丹
後
町 

　
市
政
懇
談
会 

 平成19年度 第２回 市政懇談会  平成19年度 第２回 市政懇談会 

「
府
道
網
野
峰
山
線
」
は
、
網
野
町
の

経
済
活
動
や
観
光
産
業
の
大
動
脈
で
あ

り
、
交
通
量
も
た
い
へ
ん
多
い
道
路
と
な
っ
て

い
ま
す
。
京
都
府
で
は
、
交
通
安
全
の
た
め
の

道
路
整
備
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、 

生
野
内
〜
郷
区
間
で
は
、
歩
道
の
未
整
備
区
間

も
多
く
、
狭
小
で
あ
り
、
特
に
観
光
バ
ス
な
ど

の
大
型
車
の
通
行
が
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
を
、
子
ど
も
た
ち
は
小
・
中
学

校
へ
通
っ
て
お
り
、
道
路
改
良
事
業
の
促
進
・

延
伸
に
格
別
の
図
ら
い
と
ご
尽
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 同

府
道
は
、
網
野
町
と
峰
山
町
を
結
ぶ

幹
線
道
路
で
あ
り
、
市
と
し
て
も
、
し

っ
か
り
と
し
た
拡
幅
工
事
が
で
き
る
よ
う
京
都

府
へ
強
く
要
望
し
て
い
ま
す
。
生
野
内
〜
峰
山

方
面
は
、
目
に
見
え
る
か
た
ち
で
道
路
改
良
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
郷
踏
切
か
ら
福
田
川

に
架
か
る
岩
止
橋
ま
で
の
区
間
を
平
成
十
九
年

度
か
ら
着
手
し
て
い
ま
す
。
順
調
に
工
事
が
進

め
ば
、
翌
年
度
に
は
用
地
買
収
と
な
る
と
聞
い

て
お
り
、
市
と
し
て
懸
命
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

行
い
、
着
実
に
工
事
が
進
む
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

防
犯
灯
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
平
成
十

八
年
に
生
野
内
区
で
新
た
に
三
基
が
設

置
さ
れ
、
郷
地
域
内
に
お
い
て
も
、
従
来
に
比

べ
多
く
の
防
犯
灯
を
整
備
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

府
道
沿
い
は
、
夜
間
で
も
明
る
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
が
、
夜
間
に
歩
く
と
防
犯
灯
の
必
要
性

を
感
じ
る
箇
所
が
依
然
と
し
て
あ
り
、
夕
方
に

帰
宅
す
る
子
ど
も
た
ち
の
安
全
の
た
め
に
も
、

引
き
続
き
市
の
支
援
を
い
た
だ
き
た
い
。 

市
で
は
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
防
犯
灯

に
か
か
る
予
算
を
増
額
し
、
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
不
足
し
て
お
り
、

着
実
に
、
ま
た
加
速
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
現
在
、
生
野
内
区
か
ら
要
望
の
あ
る
五
か
所

は
す
べ
て
今
年
度
に
実
施
し
、
新
庄
区
か
ら
要

望
の
あ
る
国
道
一
七
八
号
網
野
駅
〜
踏
切
間
の

歩
道
、
三
反
田
入
口
交
差
点
は
平
成
二
十
年
度

に
実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
防
犯
灯
の
設
置

は
、
多
く
の
要
望
を
い
た
だ
く
中
で
、
今
後
も

着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

箱
石
区
か
ら
湊
宮
区
ま
で
続
く
松
林
は
、

こ
れ
ま
で
か
ら
湊
地
区
の
防
風
林
と
し

て
、
貴
重
な
財
産
で
あ
る
と
と
も
に
観
光
資
源

で
も
あ
り
ま
す
。 

　
と
こ
ろ
が
、
近
年
松
く
い
虫
や
塩
害
に
よ
る

立
ち
枯
れ
が
進
み
、
防
風
林
と
し
て
の
機
能
を

果
た
さ
な
く
な
っ
て
お
り
、
風
や
飛
砂
が
激
し

く
集
落
へ
吹
き
込
み
、
日
常
生
活
に
支
障
を
来

し
て
い
ま
す
。
松
林
の
保
全
、
保
安
林
機
能
の

確
保
を
図
る
た
め
、
植
林
を
お
願
い
し
た
い
。 

保
安
林
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
京
都
府

が
治
山
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
毎
年
、
京
都
府
へ
早
期
実
施
を
要
望

し
て
い
ま
す
。
京
都
府
で
は
、
平
成
十
六
年
の

台
風
二
十
三
号
に
よ
る
風
倒
木
な
ど
の
災
害
復

旧
が
今
年
度
で
終
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
今
回

要
望
の
あ
り
ま
し
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
現
地

調
査
を
行
い
、
多
く
の
要
望
の
中
か
ら
緊
急
性

な
ど
考
慮
し
、
精
査
を
深
め
て
い
き
た
い
と
京

都
府
か
ら
回
答
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
市
と

し
て
も
、
機
会
あ
る
ご
と
に
早
期
の
事
業
実
施

に
向
け
、
引
き
続
き
要
望
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

観
光
地
で
あ
る
湊
地
区
に
は
、
蒲
井
・

旭
を
は
じ
め
、
大
向
、
葛
野
、
湊
宮
な

国指定史跡に指定されている 

「函石浜遺跡」 

ど
、
観
光
客
が
多
数
来
ら
れ
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
、
「
函
石
浜
遺
跡
」
に
つ
い

て
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
る
の
か
、

方
針
を
お
う
か
が
い
し
た
い
。 

同
遺
跡
は
、「
貨
泉
」
と
い
う
中
国
・
新

王
朝
の
貨
幣
が
出
土
し
た
大
陸
と
の
交

易
を
う
か
が
わ
せ
る
重
要
な
遺
跡
で
あ
り
、
国

史
跡
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
に
は
、

こ
の
よ
う
な
重
要
な
史
跡
・
文
化
財
が
多
数
あ

る
中
で
、「
京
丹
後
市
史
跡
整
備
検
討
委
員
会
」

を
設
置
し
、
そ
の
活
用
方
針
な
ど
を
審
議
、
答

申
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
答
申
の
中
で
、
早

期
整
備
が
望
ま
れ
る
遺
跡
を
市
内
で
四
か
所
、

整
理
い
た
だ
い
て
お
り
、
同
遺
跡
も
そ
の
う
ち

の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
市
と
し
て
は
、
遺
跡
の
内
容
が
解
明
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
第
一
に
発
掘
調
査
な
ど
の

各
種
調
査
を
体
系
的
に
行
う
計
画
を
立
て
、
遺

跡
の
景
観
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
で
き
る
限
り
早

期
に
整
備
着
手
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

上
宇
川
、
下
宇
川
保
育
所
の
統
廃
合
検

討
委
員
会
で
、
十
一
月
当
初
に
上
宇
川

保
育
所
へ
の
統
合
の
決
定
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

統
合
の
時
期
や
統
合
後
の
保
育
計
画
の
概
要
に

つ
い
て
お
た
ず
ね
し
ま
す
。 

保
育
所
の
再
編
に
つ
い
て
は
、
保
育
の

効
率
性
と
と
も
に
、
効
果
的
保
育
の
た

め
の
検
討
を
、
区
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を

い
た
だ
き
つ
つ
進
め
て
き
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
今
回
の
統
合
の
決
定
を
受
け
、
で

き
る
限
り
す
み
や
か
に
保
育
所
の
整
備
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
統
合
の
た
め
の
保

育
所
施
設
の
増
設
や
、
年
度
途
中
で
の
統
合
は

お
子
さ
ん
に
負
担
と
な
る
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
あ
り
、
時
期
な
ど
は
明
確
に
示
せ

ま
せ
ん
が
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
平
成
二
十

二
年
度
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
統
合
後
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
は
、
〇

歳
か
ら
の
乳
幼
児
保
育
や
延
長
保
育
な
ど
の
充

実
を
図
り
、
下
宇
川
地
区
に
は
送
迎
バ
ス
の
運

行
も
考
え
て
い
き
ま
す
。 

 

宇
川
地
域
に
は
歩
道
の
な
い
通
学
路
が

随
所
に
見
ら
れ
ま
す
が
、
と
り
わ
け
平

地
区
の
自
衛
隊
官
舎
か
ら
上
野
方
面
へ
行
っ
た

国
道
一
七
八
号
は
幅
員
が
狭
小
、
急
カ
ー
ブ
と

な
っ
て
お
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
、
歩
行
者
と
も
に

非
常
に
こ
わ
い
思
い
を
し
て
通
行
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
・
中
学
校
の
通
学
路
と
な
っ
て
お
り
、

一
刻
も
早
く
歩
道
の
整
備
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。 

国
道
一
七
八
号
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

市
で
も
現
状
を
確
認
し
、
そ
の
危
険
性

を
認
識
し
て
い
ま
す
。
京
都
府
へ
の
要
望
も
し

て
い
ま
す
が
、
予
算
上
の
問
題
か
ら
歩
道
整
備

の
早
期
の
事
業
化
は
困
難
で
あ
る
と
う
か
が
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
地
点
が
現
在
取
り
組
み

の
進
む
宇
川
バ
イ
パ
ス
第
一
工
区
（
久
僧
〜
上

野
間
）
の
接
続
箇
所
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
同

バ
イ
パ
ス
整
備
と
あ
わ
せ
て
歩
道
整
備
を
行
う

方
針
が
あ
る
こ
と
を
京
都
府
か
ら
い
た
だ
い
て

お
り
、
市
と
し
て
、
ご
指
摘
の
歩
道
整
備
の
早

期
着
手
と
あ
わ
せ
、
同
バ
イ
パ
ス
整
備
が
遅
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
引
き
続
き
要
望
を
強
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

京都府が拡幅改良工事を 

　　進める「府道網野峰山線」 

通学路の安全対策が求められる 

上野地内の国道178号 

平成20年2月 平成20年2月 

市

民

参

画 

市

民

参

画 



ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱 

紙
面
の
都
合
に
よ
り
ご
意
見
な

ど
を
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

　ご意見箱へお寄せいただくご

意見には、特定の個人や団体な

どへの誹謗・中傷を除き、すべ

てお答えすることとし、お名前

や連絡先をご記入いただいてい

るかたにつきましては、直接お

答えもさせていただいています。

一方、お名前や住所などの連絡

先の記入のないものにつきまし

ては、市のホームページおよび

広報紙でお答えすることとして

います。 

　ホームページには、個人情報

に関するものを除き、随時掲載

していますが、広報紙は月に１

回の発行であり、どうしてもお

答えを掲載するのに時間がかか

ってしまいます。また、広報紙

では紙面が限られているためご

意見やお答えを一部割愛して掲

載することとなります。 

　これまで、お名前や連絡先な

どが記されていたご意見では、

ご意見の内容を確認させていた

だき、できる限り正確でていね

いな回答をお返しするように努

めています。お名前や連絡先な

どが記されていないご意見につ

きましては、再質問的に何度も

いただいているご意見もありま

す。正確な回答をできるだけ速

やかにお返しするために、住所

をはじめ、お名前・連絡先など

をぜひご記入ください。 

「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 
「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 

青
色
回
転
灯
を
装
備
し
た
公

用
車
の
運
用
は
、
ど
の
よ
う

に
さ
れ
て
い
ま
す
か 

先
日
、
市
内
で
車
体
横
に
「
京
丹
後
市
」

と
書
か
れ
た
青
色
回
転
灯
を
つ
け
た
車
両

を
見
ま
し
た
。 

以
前
、
広
報
紙
に
も
記
事
が
出
て
い
た

と
思
い
ま
す
が
、
同
様
の
車
両
を
何
台
購

入
さ
れ
、
ど
こ
へ
配
置
さ
れ
、
ど
の
よ
う

な
運
用
を
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
要
望

す
れ
ば
各
地
区
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
た

だ
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
車
両
購

入
に
あ
た
り
、
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
講

習
を
何
人
の
職
員
が
受
講
さ
れ
た
の
で
し

ょ
う
か
。 

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
さ
れ
る
職
員
の
か

た
は
、
通
常
の
業
務
に
加
え
て
の
こ
と
と

な
り
、
た
い
へ
ん
ご
苦
労
な
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。 

【
無
記
名
】 

市
内
の
安
心
・
安
全
の
確
保

の
た
め
、
小
学
生
の
下
校
時

を
中
心
に
、
で
き
る
限
り
各

地
区
を
巡
回
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す 

青
色
回
転
灯
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
に

つ
い
て
の
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

市
で
は
、
平
成
十
八
年
七
月
か
ら
市
の

公
用
車
約
百
六
十
台
に
「
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
実
施
中
」
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を
は

り
、
公
務
に
勤
め
る
一
方
で
「
見
せ
る
防

犯
」
を
意
識
し
て
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

い
、
地
域
の
防
犯
活
動
に
取
り
組
ん
で
き

て
お
り
、
今
回
、
青
色
回
転
灯
を
装
備
し

た
車
両
で
防
犯
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
と

し
た
も
の
で
す
。 

青
色
回
転
灯
を
装
備
し
た
公
用
車
は
、

現
在
、
六
台
あ
り
ま
す
。
五
台
は
、
以
前

か
ら
生
活
環
境
部
に
配
置
し
て
い
た
軽
自

動
車
で
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
際
に

脱
着
式
の
青
色
回
転
灯
を
取
り
付
け
、
回

転
さ
せ
る
も
の
で
す
。
（
広
報
き
ょ
う
た

ん
ご
七
月
号
に
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
）
ま
た
、
一
台
は
、
京
丹
後
防

犯
協
会
か
ら
無
償
貸
与
を
受
け
、
最
初
か

ら
青
色
回
転
灯
を
装
備
し
た
小
型
車
（
下

が
青
色
、
上
が
銀
色
の
塗
装
）
で
す
。
こ

の
車
は
、
生
活
環
境
部
市
民
課
に
配
置
し

て
い
ま
す
。 

運
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
週
に
一
回
以

上
、
小
学
生
の
下
校
時
を
中
心
に
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、「
青

色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
講
習
」
を
受
講
し
た

生
活
環
境
部
の
職
員
三
十
三
人
で
行
っ
て

い
ま
す
。
パ
ト
ロ
ー
ル
箇
所
に
つ
い
て
は
、

で
き
る
限
り
各
地
区
を
巡
回
す
る
よ
う
に

努
め
て
い
ま
す
。 

 

現
在
、
市
民
局
の
車
両
で
、
職
員
に
よ

る
青
色
回
転
灯
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
が
行
え

る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。 職

員
は
、
通
常
の
業
務
に
加
え
て
の
パ

ト
ロ
ー
ル
に
な
り
ま
す
が
、
市
内
の
安
心
・

安
全
の
確
保
の
た
め
、
で
き
る
限
り
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
ご
要
望
が
あ
り
ま
す

地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
で
き
る
限
り
巡

回
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

※
参
考 

青
色
回
転
灯
は
、
平
成
十
六
年
の
道
路
運

送
車
両
法
の
改
正
に
伴
い
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
用
に
一
般
の
乗
用
車
へ
の
装
備
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。
装
着
に
あ
た
っ
て
は
、
こ

れ
ま
で
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
継
続
的
に

実
施
し
て
い
た
実
績
な
ど
が
あ
る
団
体
ま
た

は
組
織
で
あ
っ
て
、
装
着
す
る
車
両
や
団
体
・

組
織
の
概
要
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
活
動
計

画
な
ど
を
警
察
に
申
請
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

警
察
は
、
申
請
を
審
査
し
て
適
当
と
認
め

ら
れ
る
と
、
そ
の
団
体
ま
た
は
組
織
が
青
色

回
転
灯
を
装
備
す
る
自
動
車
に
よ
る
自
主
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き

る
旨
の
証
明
を
発
行
し
ま
す
。
こ
の
証
明
を

運
輸
支
局
な
ど
に
持
参
し
、
車
検
証
に
「
自

主
防
犯
活
動
用
自
動
車
」
の
記
載
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
に
従
事
す
る
者
は
、
事
前
に
警
察
の
「
青

色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
講
習
」
を
受
講
し
、「
パ

ト
ロ
ー
ル
実
施
者
証
」
の
交
付
を
受
け
、
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
際
に
は
、「
パ
ト
ロ
ー

ル
実
施
者
証
」
を
携
帯
し
、
車
両
に
は
標
章

を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

【
市
民
課
】 

 

に
こ
に
こ
カ
ー
の
ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
に
つ
い
て 

先
日
、
通
勤
時
に
「
子
ど
も

安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
車
（
愛
称
・
に
こ
に
こ

カ
ー
）
」
を
見
ま
し
た
が
、
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
が
、
選
択
ナ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
公
用
車
で
、
選
択
ナ
ン
バ
ー
を

取
る
必
要
が
あ
る
の
か
理
解
で
き
ま
せ
ん
。 

ナ
ン
バ
ー
選
択
す
る
に
は
、
お
金
が
か

か
る
と
思
い
ま
す
が
、
本
当
に
選
択
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
か
。
私
た
ち
の
税
金
を
、

意
味
の
な
い
こ
と
に
使
わ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
も
っ
と
、
意
義
あ
る
こ
と
に
税
金
を

使
う
べ
き
で
す
。 

【
市
内
・
男
性
】 

ご
指
摘
の
ナ
ン
バ
ー
は
、
偶

然
、
発
行
さ
れ
た
も
の
で
す

の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い 

市
で
は
、
平
成
十
八
年
三
月
に
寄
附
金

に
よ
り
「
に
こ
に
こ
カ
ー
」
七
台
を
購
入

し
、
加
え
て
平
成
十
九
年
三
月
に
は
七
台

の
寄
附
を
受
け
、
現
在
十
四
台
を
所
有
し

て
お
り
ま
す
。 

「
に
こ
に
こ
カ
ー
」
の
ナ
ン
バ
ー
が
選

択
ナ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

納
入
業
者
に
も
確
認
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

陸
運
局
へ
の
登
録
申
請
を
同
時
に
七
台
ず

つ
行
っ
た
た
め
、
偶
然
、
連
番
の
ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
が
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

ナ
ン
バ
ー
を
選
択
し
て
購
入
し
て
い
る
よ

う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

【
学
校
教
育
課
】 

 

保
育
所
の
三
歳
〜
六
歳
ま
で

の
子
ど
も
は
、
な
ぜ
ご
飯
持

参
な
の
で
す
か 

三
歳
以
上
の
保
育
所
の
子
ど
も
は
、
ど

う
し
て
白
い
ご
飯
を
持
参
な
の
で
し
ょ
う

か
。
三
歳
未
満
の
保
育
所
の
子
ど
も
は
完

全
給
食
な
の
に
、
ど
う
し
て
な
の
で
す
か
。 

今
ど
き
の
子
ど
も
は
冷
た
い
ご
飯
を
食

べ
ま
せ
ん
。
持
参
す
る
な
ら
レ
ン
ジ
で
温

め
る
な
ど
し
て
も
ら
え
る
と
と
て
も
あ
り

が
た
い
の
で
す
が
、
完
全
給
食
を
望
み
ま

す
。
ご
飯
を
持
参
す
る
な
ら
ど
う
し
て
そ

う
な
の
か
、
理
由
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。 

【
無
記
名
】 

ご
飯
を
提
供
で
き
る
設
備
が

整
備
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

持
参
を
お
願
い
し
て
い
ま
す 

従
来
か
ら
、
保
育
所
施
設
整
備
や
保
育

所
運
営
は
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
国
か

ら
の
基
準
通
知
を
参
考
に
、
予
算
の
中
で

経
費
の
節
減
に
配
慮
し
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
保
育
を
行
う
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
三

歳
以
上
の
子
ど
も
に
主
食
（
ご
飯
）
を
提

供
す
る
に
足
る
だ
け
の
施
設
設
備
が
従
来

か
ら
整
備
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
や
む
な

く
ご
飯
を
持
参
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。 

ま
た
、
保
育
所
で
ご
飯
を
温
め
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
大
宮
町
内
の
保
育

所
に
お
い
て
は
、
ご
飯
が
冷
た
く
、
固
く

な
り
や
す
い
冬
期
（
十
二
月
〜
翌
三
月
）

の
み
家
庭
か
ら
持
参
し
た
弁
当
を
温
め
る

保
温
器
を
使
用
し
、
温
か
い
ご
は
ん
を
食

べ
て
い
ま
す
。
全
保
育
所
に
保
温
器
の
設

置
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
が
、
市
内
に

お
け
る
保
育
所
数
も
多
い
こ
と
か
ら
、
直

ち
に
設
置
す
る
こ
と
は
困
難
な
た
め
、
今

後
、
各
方
面
か
ら
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い

た
だ
き
な
が
ら
、
導
入
の
可
否
な
ど
を
検

討
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。 

な
お
、
保
育
所
で
は
、
温
か
い
も
の
は

温
か
い
状
態
で
子
ど
も
た
ち
が
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
食
缶
（
し
ょ
っ
か
ん
・
調
理
室

か
ら
配
膳
す
る
ま
で
の
間
に
料
理
が
冷
め

な
い
よ
う
に
一
時
保
管
す
る
た
め
の
大
き

な
容
器
）
で
配
食
を
行
う
ほ
か
、
で
き
上

が
り
時
間
に
も
十
分
注
意
す
る
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
が
お
い
し
く
、
楽
し
い
食
事
が

で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
、
保
護
者
の
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
子
育
て
支
援
課
】 

 

  

 

 

 

子どもたちの安全を見守る 

「にこにこカー」 

京丹後防犯協会から無償貸与を 

いただいた青色回転灯装備車 

平成20年2月 平成20年2月 

ご

意

見

箱 

ご

意

見

箱 



２月の休館日 

３月の休館日 

12日（火）・18日（月）・25日（月） 

３日（月）・４日（火）・10（月） 

※峰山図書館は、システム統合のため３月３日～10
日まで休館します。 
※峰山・あみの図書館、大宮・丹後図書室には、ブ
ックポストがありますので、休館日の返却にご利
用ください。 
※休館日は、本紙発行日の２月８日以降、次号発行
日の３月10日までを掲載しています。 

　市立図書館では、「１枚のカード

で、市内の図書館（室）のどこで借

りても返してもよい」システムにす

るため、平成19年度に峰山･あみの

図書館の図書システムを統合し、平

成20年度には大宮・弥栄・丹後・

久美浜図書室も順次統合します。こ

れに伴い、次のとおり臨時休館期間、れに伴い、次のとおり臨時休館期間、

新利用者カードの切り替え期間など

を設定しています。ご不便をおかけ

しますが、ご理解とご協力をお願い

します。 

　市立図書館では、「１枚のカード

で、市内の図書館（室）のどこで借

りても返してもよい」システムにす

るため、平成19年度に峰山･あみの

図書館の図書システムを統合し、平

成20年度には大宮・弥栄・丹後・

久美浜図書室も順次統合します。こ

れに伴い、次のとおり臨時休館期間、

新利用者カードの切り替え期間など

を設定しています。ご不便をおかけ

しますが、ご理解とご協力をお願い

します。 

市立図書館のシステムを統合します 

図書館（室）名 

 

峰山図書館 

 

あみの図書館 

大宮・弥栄・丹後・

久美浜図書室 

休館期間 

３月３日（月） 

　～３月10日（月） 

３月10日（月） 

　～３月17日（月） 

新システム稼動日 

 

３月11日（火） 

 

３月18日（火） 

新利用者カードの 

切り替え開始日 

 

２月２日（土）～ 

４月以降（詳細が決まり次第、お知らせします） 

※峰山図書館またはあみの図書館の利用者カードをお持ちのかたは、新

カードの切り替えを行います。 

※新カードの受け取りは、両館どちらでも可能です。ただし、峰山図書

館の利用者カードをお持ちのかたが、あみの図書館で新カードの受け

取りを希望される場合は、取り寄せに数日必要です。 

※詳しくは、峰山図書館（ 62-5101）またはあみの図書館（ 72-4946）

へお問い合わせください。 

市立図書館では、毎年12月に、読み聞かせボランテ

ィアのみなさんのご協力により、「冬のおはなし会」

や「冬のお楽しみ会」を開催しています。 

今年度も各図書館（室）で開催し、大型絵本の読み今年度も各図書館（室）で開催し、大型絵本の読み

聞かせ・大型紙芝居・パネルシアター・人形劇などを

実施。今回が初めての開催となった久美浜図書室には

70人以上のかたが参加されるなど、どの会場も多くの

お子さんや保護者のみなさんなどでにぎわい、「おは

なしの世界」をお楽しみいただきました。 

＜開催日＞ 

平成19年12月８日　峰山図書館・丹後図書室 

平成19年12月９日　久美浜図書室 

平成19年12月15日　大宮図書室 

平成19年12月16日　あみの図書館 

今後も、より一層、みなさんにお楽しみいただける「お

はなし会」・「お楽しみ会」になるよう取り組みます。 

市立図書館では、毎年12月に、読み聞かせボランテ

ィアのみなさんのご協力により、「冬のおはなし会」

や「冬のお楽しみ会」を開催しています。 

今年度も各図書館（室）で開催し、大型絵本の読み

聞かせ・大型紙芝居・パネルシアター・人形劇などを

実施。今回が初めての開催となった久美浜図書室には

70人以上のかたが参加されるなど、どの会場も多くの

お子さんや保護者のみなさんなどでにぎわい、「おは

なしの世界」をお楽しみいただきました。 

＜開催日＞ 

平成19年12月８日　峰山図書館・丹後図書室 

平成19年12月９日　久美浜図書室 

平成19年12月15日　大宮図書室 

平成19年12月16日　あみの図書館 

今後も、より一層、みなさんにお楽しみいただける「お

はなし会」・「お楽しみ会」になるよう取り組みます。 

図書館（室）で「おはなし会」・「お楽しみ会」などを開催 

丹後図書室 
人形劇「にじいろのさかな」 

あみの図書館 

劇「てぶくろ」 

久美浜図書室 

パネルシアター「かさじぞう」 

  

将
来
の
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
十
一
月
か
ら
市
教
育

委
員
会
が
行
っ
た
、
国
指
定
史
跡
・

網
野
銚
子
山
古
墳
周
辺
の
発
掘
調
査

に
つ
い
て
、
十
二
月
二
十
二
日
に
現

地
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。 

網
野
銚
子
山
古
墳
は
、
全
長
一
九

八
㍍
の
前
方
後
円
墳
で
、
日
本
海
沿

岸
に
築
か
れ
た

古
墳
の
中
で
は

最
大
級
の
も
の

で
す
。
墳
丘
は

三
段
あ
り
、
斜

面
に
海
岸
か
ら

持
ち
込
ま
れ
た
石
が
葺
か
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
丹
後
の
古
墳
の
中
で
唯

一
、
陪
塚
（
ば
い
ち
ょ
う
：
ほ
ぼ
同

じ
時
期
、
計
画
的
に
周
辺
に
築
造
さ

れ
た
と
み
ら
れ
る
小
型
の
古
墳
）
が

二
基
確
認
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
重
要

な
遺
跡
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
正
十

一
年
三
月
八
日
に
国
指
定
史
跡
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

過
去
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、

墳
丘
の
段
上
に
巡
る
埴
輪
（
は

に
わ
）
は
す
べ
て
上
の
口
が
す

ぼ
ま
っ
た
形
の
「
丹
後
型
円
筒

埴
輪
」
で
あ
る
可
能
性
が
高
い

こ
と
、
墳
丘
の
少
な
く
と
も
南

東
半
分
に
は
濠
（
ご
う
）
が
め

ぐ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
網
野
の
町

や
港
を
一
望
で
き
る
場
所
に
立

地
し
て
い
る
こ
と
、
佐
紀
陵
山

古
墳
（
奈
良
市
）
、
五
色
塚
古
墳

（
神
戸
市
）
な
ど
畿
内
に
も
同

じ
規
格
に
よ
り
つ
く
ら
れ
た
と
み
ら

れ
る
古
墳
が
存
在
す
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
港
を
支
配
し
交
易
を
行
っ
て
い

た
当
時
の
有
力
者
の
墓
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

今
回
の
調
査
は
、
過
去
の
調
査
で

濠
が
見
つ
か
っ
て
い
る
部
分
の
さ
ら

に
外
側
に
つ
い
て
、
外
堤
や
周
濠
な

ど
の
古
墳
に
関
連
し
た
施
設
が
あ
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
に
調
査

を
行
い
ま
し
た
。 

結
果
と
し
て
、
二
重
の
周
濠
や
外

提
な
ど
の
網
野
銚
子
山
古
墳
に
関
連

す
る
施
設
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
も
の
の
、
古
墳
の
南
側
の

調
査
区
で
は
弥
生
時
代
か
ら
中
世
ま

で
に
わ
た
る
、
土
器
を
多
く
含
む
土

層
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
継
続

的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
の
営
み
が

こ
の
地
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
改

め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

説
明
会
で
は
、
地
元
の
み
な
さ
ん

を
中
心
に
約
五
十
人
の
か
た
が
参
加

さ
れ
、
調
査
担
当
の
職
員
の
説
明
に

聞
き
入
り
ま
し
た
。 

教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
度
も
引

き
続
き
古
墳
の
範
囲
を
確
認
す
る
た

め
の
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。 

 

網野銚子山古墳周辺の発掘調査現地説明会の様子 

京都府丹後文化会館イベント情報 お問い合わせ　 62-5200

入場 
無料 

３/９（日） 

　丹後地域で和太鼓の活動に携わる子どもから大人ま

での幅広い年代層が一堂に集い、日ごろの練習の成果

を披露します。 

◎場　所　京都府丹後文化会館 

◎開　演　13：30（開場12：30） 

◎主　催　丹後文化芸術祭実行委員会 

丹後和太鼓フェスティバル推進委員会 

　丹後地域で和太鼓の活動に携わる子どもから大人ま

での幅広い年代層が一堂に集い、日ごろの練習の成果

を披露します。 

◎場　所　京都府丹後文化会館 

◎開　演　13：30（開場12：30） 

◎主　催　丹後文化芸術祭実行委員会 

丹後和太鼓フェスティバル推進委員会 

平成19年度　丹後文化芸術祭 丹後映画大好き劇場No.14

今春上映 
◎料　金　800円～1,500円（予定） 

◎監　督　山田洋次さん 

◎主　演　吉永小百合さん 

平成20年2月 平成20年2月 

市
の
文
化
財 

市
立
図
書
館 



発行／京丹後市役所　　編集／秘書広報広聴課 

〒627-8567　京都府京丹後市峰山町杉谷889 

　　　  0772‐69‐0110　FAX0772‐69‐0901 

ホームページ  http://www.city.kyotango.kyoto.jp 

E-mail  hishokoho@city.kyotango.kyoto.jp

人口・世帯数 

男　　　30,558人 

女　　　32,649人 

計　　　63,207人 

世帯数　21,965世帯 

　　（１月１日現在） 

平成20年2月 

　
丹
後
の
特
産
品
や
観
光
Ｐ
Ｒ
を
展
開
す
る

（財）
丹
後
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、

丹
後
の
「
え
え
も
ん
・
う
ま
い
も
ん
」
を
都

市
部
へ
直
送
で
き
る
戦
力
と
し
て
、
新
た
に
「
移

動
販
売
車
」
を
導
入
し
、
今
後
、
そ
の
機
動

力
を
最
大
限
活
か
し
、
丹
後
の
魅
力
を
発
信

し
て
い
き
ま
す
。 

BiVi二条での「新春初売りキャンペーン」 BiVi二条での「新春初売りキャンペーン」 

　
（財）
丹
後
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、

こ
れ
ま
で
大
阪
府
高
槻
市
で
の
定
期
的
な
特
産

品
販
売
や
、
特
産
品
シ
ョ
ッ
プ
「
ホ
ッ
と
丹
後
」

（
京
都
市
上
京
区
）
の
運
営
を
は
じ
め
、
都
市
圏

で
の
外
販
事
業
と
観
光
Ｐ
Ｒ
を
展
開
し
て
い
ま

す
。 

　
今
後
、
こ
の
取
り
組
み
を
一
層
積
極
的
か
つ

機
動
的
に
進
め
よ
う
と
、
移
動
販
売
車
（
二
㌧

ト
ラ
ッ
ク
改
造
車
）
を
新
た
に
導
入
し
ま
し
た
。

同
車
は
、「
走
る
広
告
塔
」
と
し
て
、
丹
後
ち
り

め
ん
や
カ
ニ
、
メ
ロ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
丹
後

の
特
産
品
の
ほ
か
、
琴
引
浜
な
ど
府
北
部
の
名

勝
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

　
一
月
八
日
に
は
、「
ホ
ッ
と
丹
後
」
で
開
催
し

た
「
初
荷
・
初
売
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
へ
、
カ

ニ
や
カ
キ
、
ば
ら
寿
司
な
ど
丹
後
の
逸
品
を
満

載
し
て
直
行
し
た
ほ
か
、
同
日
、
Ｂ
ｉ
Ｖ
ｉ
二

条
（
Ｊ
Ｒ
二
条
駅
前
）
で
同
車
の
お
披
露
目
を

兼
ね
た
「
新
春
初
売
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
開
催
。

「
京
丹
後

お
か
み
さ
ん
の
会
」
（
中
江
伸
子

座
長
・
十
四
人
）
と
連
携
し
て
カ
ニ
雑
炊
の
ふ

る
ま
い
を
行
っ
た
ほ
か
、
カ
ニ
や
カ
キ
な
ど
の

丹
後
の
「
え
え
も
ん
・
う
ま
い
も
ん
」
の
搬
送
、

都
市
住
民
の
み
な
さ
ん
へ
の
丹
後
ブ
ラ
ン
ド
の

Ｐ
Ｒ
に
活
躍
し
ま
し
た
。 

　
今
後
、
（財）
丹
後
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ

ー
で
は
、
同
車
の
機
動
力
や
運
搬
能
力
を
最
大

限
に
駆
使
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
都
市
圏
で

の
物
産
展
や
イ
ベ
ン
ト
に
丹
後
の
魅
力
を
直
送

す
る
な
ど
、
広
く
活
用
し
て
い
き
ま
す
。 

　
「
京
都
フ

ァ
イ
ア
ー
バ

ー
ズ
・
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
」
の
メ

ン
バ
ー
五
人

に
十
二
月
十

四
日
、
ア
ク

ト
ア
モ
ー
レ

（
大
阪
府
高

槻
市
）
で
開

催
し
た
「
京

丹
後
の
日
」（
（財）
丹
後
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
主
催
）
で
、
本
市
の
魅
力
の
発
信
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
寒
空
の
も
と
、

市
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
「
天
然
記
念
物
・

琴
引
浜
」
に
ち
な
ん
だ
販
促
品
（
塩
）を
配
布
。

間
人
ガ
ニ
な
ど
日
本
海
の
海
の
幸
や
温
泉
な
ど
、

丹
後
の
「
え
え
も
ん
・
う
ま
い
も
ん
」を
都
市
部

の
み
な
さ
ん
に
大
い
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 京

都
フ
ァ
イ
ア
ー
バ
ー
ズ
も 

京
丹
後
市
の
Ｐ
Ｒ
に
一
役 

京
都
フ
ァ
イ
ア
ー
バ
ー
ズ
も 

京
丹
後
市
の
Ｐ
Ｒ
に
一
役 

新たに導入した「移動販売車」 新たに導入した「移動販売車」 

宿 


